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日
〜
１
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３
日
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し
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。

年
末
年
始
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窓
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に
つ
い
て

昨
年
度
ま
で
と
閉
庁
期
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

じょうずに取れたかな!？（市民体育祭のパン食い競走　古池公園運動場にて） 
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権啓発課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

泉大津の寺院今昔（12）強縁寺②

強縁寺には工芸品や史料などが多数残されており、
それらをひも解くことで寺の歴史の一端が見えてきま
す。
喚鐘（半鐘）は正徳2年（1712）に宇多大津村古屋

敷辻清兵衛から寄進されたものです。これには同年西
本願寺教団から下付された喚鐘免許状が現存していま
す。浄土真宗に限らず各宗派では各末寺に対してさま
ざまな免許を与え、免許によって教団の秩序を維持し
ました。図像下付や袈裟着用のほかに、鐘をつくとい
った行為も免許の対象でした。
喚鐘が寄進され、同時に喚鐘免許が西本願寺より下

付されたということは、寄進年である正徳2年に強縁
寺で普請が行われた可能性を想起させます。現在の本
堂は明治12年（1879）の建築ですが、堂内の一部に
は江戸中期の様式を残す来迎柱が現存していることか
ら、喚鐘寄進年である正徳2年が旧本堂建設年ではな
いかという説があります。
文政10年（1827）下付の撞鐘免許状は、この時期

に鐘楼堂の普請がおこなわれたことを示唆しています。
文政10年には本山より厨子を購入した記録が残ってい
ることから、この年に本堂・鐘楼堂を含めた大規模な
普請があったと思われます。ちなみに、現在の鐘楼堂
は昭和33年（1958）の建設です。

次回は、泉大津の寺院今昔（13）をお伝えします。

強縁寺山門（幕末ごろの建築と考えられています）



■ 市立病院　年末年始救急診察状況

■ 表２　直接搬入日程表（自己搬入用）

泉大津市有功章を
受章されました

年末年始の市役所業務スケジュール

泉大津市名誉大使に
オール阪神氏が就任

市役所は 12月 29 日㈭～１月３日㈫
まで閉庁します。昨年までと閉庁期
間が異なるのでご注意ください。
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選りすぐりの本市最新情報をお知らせします！

◎ごみの収集スケジュール
▷一般家庭ごみ
　一般家庭ごみの年末年始の収集日については、表１のとおりです。
▷粗大ごみ
　年内の粗大ごみ収集をご希望の人は、12 月 22 日㈭までに粗大ご
み電話申込センター（☎0800・123・5300）、携帯電話からは
0725・23・8522 にお申し込みください。また、年末の申し込みは
混雑が予想されますので、お早めにお願いします。
　なお、粗大ごみ申込センターの受付業務は、年末は 12 月 28 日㈬
まで、年始は翌年１月４日㈬からとなります。
▷焼却場へ直接搬入する場合
　多量のごみや事業所・商店などのごみを直接ごみ焼却場（泉北ク
リーンセンター＝和泉市舞町 87 番地　☎41・2030）に搬入する場
合の年末・年始の日程は表２のとおりです。

◎ふれあいバスの運休について
　市では、60 歳以上の人や障がい者、妊産婦、乳児連れの人などの
積極的な社会参加を支援するために、市内の公共施設等を循環する
「ふれあいバス」を運行しています。年末年始は、次のとおり運休し
ます。
運休日　12月29日㈭～平成24年１月３日㈫
問合　高齢介護課（市役所１階７番窓口）

◎戸籍関係の届けや市営葬儀など
　死亡届など戸籍関係の届け出や市営葬儀の受け付けは、年末年始
の休み期間中でも市役所当直室（市庁舎地階）で取り扱いします。
　なお、市営葬儀の業務（飾り付けのみ）は、１月２日㈪から行います。
問合　市民課（市役所１階４番窓口）

市制施行70周年を記念して
　来年、平成 24 年に市制
70 周年を迎えるに当たり、
その記念すべき年を盛り上
げるため、11 月８日、本市
出身の漫才師・オール阪神
氏を「泉大津市名誉大使」
に任命しました。
　吉本興業で行われた委嘱
式では、神谷市長、吉本興業代表取締役会長の吉野伊佐男氏、
オール阪神氏、そして同じく吉本新喜劇のマドンナ･五十嵐
サキさんをはじめ、いっしょに本市を応援してくれるタレ
ントの皆さんが、オール阪神氏の就任をお祝いしました。
　オール阪神氏は名誉大使として、毎年の参加を欠かさな
い「泉大津だんじり祭り」をはじめ、国内生産日本一を誇
る毛布製品やニット製品などの地場産業、70 周年記念事業
のＰＲなど、本市を盛り上げていただきます。
問合　企画調整課（市役所４階）

　市では、地方自治の分野において活躍され、本市の発
展に貢献された次の３人を「市有功者」として、11 月
３日に開催した表彰式にて表彰し、有功章を贈りました。
川添利雄氏　【自治関係功労者】泉大津市防犯委員会会長
小林修平氏　【自治関係功労者】　元泉大津市議会議員
　村　譲氏　【自治関係功労者】　元泉大津市議会議員

問合　秘書広報課（市役所４階）

※本市では、泉大津市有功者表彰条例に基づき、本市の発展
に功労のあった人を、泉大津市有功者として表彰しています。

平成 23 年度泉大津市有功章受章者の皆さん。写真左から、
川添氏、小林氏、　村氏

可燃ごみ
収集コース

月・木曜日
コース
火・金曜日
コース
水・土曜日
コース

可燃
ごみ

29日

30日

31日
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せともの等

21日
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29日

ペットボトル
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28日
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11日
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■ 表１　年末年始の一般家庭ごみ収集日程表
年始収集始業日（1月）

可燃ごみ・資源ごみ
粗大ごみ

年　末

12月28日㈬まで

年　始

1月10日㈫から

年末収集最終日（12月）

月　日
12月28日㈬
12月29日㈭
12月30日㈮
12月31日㈯
1月1日㈷
1月2日㈪
1月3日㈫

救 急 診 察 状 況
小児科救急：午後７時～翌朝午前６時
内科救急：24時間二次救急（吐血・下血）

休診
休診
休診
休診
休診

※二次救急とは、入院が必要な症状の人、救急車で搬送が必要な
人に対する救急診療のことです。

※生活環境課の窓口でも搬入許可書を配布しています。

※粗大ごみ(有料)は電話申込制になっています。
（粗大ごみ電話申込センター☎0800・123・5300　携帯電話から
は0725・23・8522）

いずみおおつ Headline NEWS

委嘱式では、本市名産である「ニッ
ト製」の委嘱状が、神谷市長から
オール阪神氏に手渡されました
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リ
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プ
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こ
の
た
め
、
本
院
で
は
正
確
な
骨

密
度
測
定
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る
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粗
し
ょ
う
症
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早
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療
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ご
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の
骨
の
状
態
を
知
る
こ
と

で
、
将
来
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骨
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な
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骨
密
度
測
定
装
置
の
特
徴

▽
検
査
部
位
（
腰
椎
、
大
腿
骨
）
を

高
精
度
で
一
気
に
ス
キ
ャ
ン

▽
患
者
さ
ん
の
体
位
変
換
が
不
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▽
検
査
時
間
が
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と
短
時
間
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市
立
病
院
に
新
し
く
Ｃ
Ｔ
装
置
・

骨
密
度
測
定
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

NEWS

04

オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

社
製
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置

GE社製　骨密度測定装置

今回導入される CT 装置で撮影できる画像。冠動脈や心臓の３Ｄ撮
影が可能です。また、検査時の被ばく線量低減にも優れています

※検査被ばく量は体型や撮影する部位、疾患により変化
します

　市立病院では市民ニーズに迅速、柔軟に対応できる高度
で良質な医療サービスを提供するため、新しく医療機器（Ｃ
Ｔ装置、骨密度測定装置）を導入しました。病気の早期発見、
早期治療、病気の予防に大いに役立つものと期待しており、
多くの市民の皆さまのご利用（検査）をお願いいたします。
　市立病院は、引き続き、地域の中核病院として市民の皆
様に信頼され、安全・安心な医療を推進してまいります。

　泉大津市長　神谷　昇

新しい機器の導入で、地域の皆様に
より安心・安全な医療をお届けします

3 広報いずみおおつ　平成23年12月号

蜷いずみおおつヘッドラインニュース



 

◎
一
般
会
計
　
歳
入
の
概
要

個
人
市
民
税
は
約
３
・
２
億
円
、

８
・
２
％
の
落
ち
込
み

■ 

市
税

　
平
成
21
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
個
人
市

民
税
が
約
３
・
２
億
円
の
大
幅
な
減

と
な
っ
た
一
方
で
、
法
人
市
民
税
お

よ
び
固
定
資
産
税
が
そ
れ
ぞ
れ
１
・

４
億
円
の
増
、
市
た
ば
こ
税
や
都
市

計
画
税
が
平
成
20
年
度
並
み
に
回
復

し
た
こ
と
か
ら
、
市
全
体
で
は
前
年

度
に
比
べ
１
６
２
万
円
の
増
で
、
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

譲
与
税
・
交
付
金

　
子
ど
も
手
当
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
地
方
負
担
の
発
生
に
対
応
す

る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
児
童

手
当
お
よ
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付

金
、
地
方
道
路
譲
与
税
の
廃
止
に
伴

う
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
増
が
あ
っ

た
一
方
で
、
平
成
19
年
度
に
廃
止
さ

れ
た
減
税
補
て
ん
特
例
交
付
金
の
経

過
措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
た
特

別
交
付
金
が
平
成
21
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
減
な
ど
か

ら
、
前
年
度
に
比
べ
約
０
・
３
億
円
、

12
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

地
方
交
付
税

　
地
方
財
源
の
均
衡
化
を
図
る
た

め
、
国
税
の
一
定
割
合
が
地
方
公
共

団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
普
通

交
付
税
が
約
５
・
４
億
円
、
特
別
交

付
税
が
約
０
・
６
億
円
の
増
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
約
６

億
円
、
17
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

■ 

国
庫
支
出
金

　
生
活
保
護
費
負
担
金
が
約
２
・
２

億
円
、
子
ど
も
手
当
負
担
金
が
約

12
・
１
億
円
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
約
５
・
１
億
円
、
11
・

２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

府
支
出
金

　
子
ど
も
手
当
負
担
金
が
約
１
・
７

億
円
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
補
助
金

が
約
０
・
４
億
円
、
国
勢
調
査
委
託

金
が
約
０
・
４
億
円
な
ど
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
約
２
・
４
億
円
、

１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

財
産
収
入

　
土
地
売
払
収
入
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
約
０
・
３
億
円
、

25
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

繰
入
金

　
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
の
特
別
会

計
か
ら
受
け
入
れ
る
お
金
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
約
５
・
３
億
円
、
81
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

市
債

　
退
職
手
当
債
が
１
・
４
億
円
、
道

路
整
備
事
業
債
が
約
０
・
３
億
円
、

街
路
整
備
事
業
債
が
約
０
・
３
億
円

な
ど
の
減
が
あ
っ
た
一
方
で
、
火
葬

場
整
備
事
業
債
が
約
３
・
４
億
円
、

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
に
お
け
る
最
終
予
算
現
額
は
２
９
２
億
１
７
１
４

万
円
と
な
り
、こ
の
予
算
に
対
す
る
決
算
額
は
、歳
入
２
８
１
億
４
１
７
０
万
円
、

歳
出
２
７
９
億
７
９
８
１
万
円
で
、
差
し
引
き
１
億
６
１
８
９
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
こ
の
う
ち
平
成
23
年
度
へ
の
繰
越
事
業
充
当
財
源
５
６
８
２
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
１
億
５
０
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
す
べ
て
の
会
計
を
含
む
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
４
指
標
で
は
、
前

年
度
と
比
べ
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
２
指
標
は
改
善
し
ま
し

た
が
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

健
全
な
財
政
運
営
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算

◎
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の

２
指
標
が
改
善

◎
一
般
会
計
も
引
き
続
き
黒
字
を
堅
持

会　計　名
一　般　会　計
特　別　会　計
土地取得事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
老人保健特別会計
駐車場事業特別会計
市街地再開発事業特別会計
下水道事業特別会計
　　　合　　　計

※端数処理の関係で会計ごとの歳入・歳出総額および形式収支（企業会計の場合は流動資産・負債合計額
および実質資金過不足額）と計が一致しないことがあります。

平成22年度　会計別決算状況
歳入総額(A)
281億4,170
192億1,317
9億3,968
85億7,068
33億4,583
6億1,570

220
3億2,776
6,533

53億4,599
473億5,487

歳出総額(B) 
279億7,981
220億3,991
9億3,968
94億6,282
33億4,363
5億9,924

220
14億3
6,465

62億2,766
500億1,972

差し引き(A)̶(B)
1億6,189

▲ 28億2,674
0

▲ 8億9,214
220
1,646

0
▲ 10億7,227

68
▲ 8億8,167
▲ 26億6,485

会　計　名
企　業　会　計
水道事業会計
病院事業会計

流動資産合計額(A)
25億2,650
11億1,318
14億1,332

流動負債合計額(B) 
19億1,801
2億4,836
16億6,965

実質資金過不足額(A)̶(B)
6億849
8億6,482

▲ 2億5,633

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

4

借
換
債
が
約
１
・
８
億
円
、
中
学
校

整
備
事
業
債
が
約
１
億
円
な
ど
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
10
・
８

億
円
、
53
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
う
ち
借
換
債
を
除
く
実

質
的
な
市
債
の
発
行
額
は
約
９
億
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

◎
一
般
会
計
　
歳
出
の
概
要

社
会
保
障
費
（
扶
助
費
）
の
増

依
然
止
ま
ら
ず

■ 

人
件
費

　
職
員
給
は
約
１
・
１
億
円
の
減
と

な
っ
た
一
方
、
退
職
手
当
が
約
０
・

９
億
円
、
国
勢
調
査
な
ど
に
か
か
る

指
導
員
・
調
査
員
へ
の
報
酬
が
約
０
・

３
億
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
人
件
費
全
体
で
は
前
年
度
に
比

べ
０
・
１
億
円
、
０
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

■ 

扶
助
費

　
生
活
困
窮
者
や
高
齢
者
、
障
が
い

者
お
よ
び
児
童
な
ど
を
援
助
す
る
た

め
に
支
出
す
る
経
費
で
、
子
ど
も
手

当
が
約
15
・
３
億
円
、
生
活
保
護
費

が
約
３
・
５
億
円
な
ど
の
増
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
約

14
・
６
億
円
、
27
・
１
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

■ 

公
債
費

　
元
金
・
利
子
な
ど
借
入
金
の
返
済

に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ

約
２
・
３
億
円
、
６
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
市
債
の
借

換
債
に
伴
う
公
債
費
の
償
還
額
は
約

１
・
８
億
円
の
増
で
、
こ
れ
を
除
く

実
質
的
な
公
債
費
の
額
で
は
約
０
・

５
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

投
資
的
経
費

　
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
費
が

約
４
・
９
億
円
、
火
葬
場
建
設
お
よ

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
事
業
費
が
約

４
・
２
億
円
、
東
陽
中
学
校
改
修
事

業
費
が
約
２
億
円
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
約
８
・
７
億
円
、

56
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

物
件
費

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高

裁
裁
判
官
国
民
審
査
に
か
か
る
費
用

が
約
０
・
１
億
円
の
減
と
な
る
一
方
、

緊
急
雇
用
委
託
料
が
０
・
４
億
円
、

一
般
家
庭
ご
み
減
量
化
推
進
事
費
が

約
０
・
３
億
円
、
参
議
院
通
常
選
挙

事
業
費
が
約
０
・
２
億
円
な
ど
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
０
・
４

億
円
、
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

■ 

補
助
費
等

　
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
約

５
・
３
億
円
、
民
間
保
育
所
運
営
費

補
助
金
が
約
０
・
２
億
円
な
ど
の
増

が
あ
っ
た
一
方
で
、
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
実
施
さ
れ
た
定
額
給
付
金
事

業
が
約
11
・
７
億
円
、
泉
北
環
境
整

備
施
設
組
合
負
担
金
（
清
掃
）、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
、
交
流
と
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
償
還
金
が

そ
れ
ぞ
れ
約
０
・
５
億
円
の
減
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
約
８
・
１
億
円
、
21
・
９
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

■ 

積
立
金

　
都
市
施
設
整
備
基
金
積
立
金
が
約

２
・
３
億
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
が
約
１
・
４
億
円
、
昨
年
度
よ
り

設
置
さ
れ
ま
し
た
地
域
環
境
基
金
積

立
金
が
約
０
・
１
億
円
の
増
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
３
・
７
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

貸
付
金

　
病
院
事
業
会
計
へ
の
貸
付
金
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
４
億
円
、

99
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

繰
出
金

　
特
別
会
計
に
対
す
る
事
業
費
へ
の

一
部
負
担
な
ど
と
し
て
支
出
す
る
も

の
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
が
約
０
・
８
億

円
の
増
が
あ
っ
た
一
方
で
、
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
が

約
２
・
８
億
円
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
約
１
・
４
億
円
、
３
・

４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

歳入総額
281億
4,170万円

歳出総額
279億
7,981万円

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8
9 10

11
①民生費

個人市民税
法人市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

諸収入
使用料および手数料
分担金及び負担金
地方譲与税
地方特例交付金
自動車取得税交付金
繰越金
財産収入
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
寄付金
株式等譲与所得割交付金

7億397万円
3億7,342万円
1億9,155万円
1億9,208万円
1億6,072万円
6,664万円

2億2,342万円
9,526万円
5,009万円
2,382万円
1,501万円
463万円
810万円

②市債
③地方交付税
④国庫支出金
⑤府支出金
⑥地方消費税交付金
⑦繰入金
⑧その他

40.1
％

36.5
％

10.2％

13.8
％9.9

％

10.6
％

2.9％

1.4％
0.9％

0.1％
0.7％

13.0
％

17.8
％

11.1％
14.4％

7.5％0.4％

2.7％6.0％

「
⑧
そ
の
他
」の
内
訳

「
①
市
税
」の
内
訳

②公債費
③総務費
④土木費
⑤衛生費
⑥教育費
⑦消防費
⑧諸支出金
⑨議会費
⑩商工費
⑪農林水産業費

34億5,829万円
8億906万円

53億9,009万円
7,697万円

5億4,284万円
10億1,437万円

31億2,662万円
40億6,196万円
50億367万円
16億8,138万円
7億4,526万円
1億2,248万円
21億871万円

38億5,204万円
27億5,673万円
29億7,942万円
36億5,094万円
28億5,510万円
8億1,821万円
3億8,026万円
2億4,227万円
1億9,654万円
2,903万円

①市税 112億9,162万円

102億1,927万円

一般会計の決算状況

5 広報いずみおおつ　平成23年12月号

蜷平成22年度決算



■ 本市の歳出・歳入を「市民１人あたり」に換算すると…

■ H22年度決算における本市の健全化判断比率と
　 資金不足比率

平成22年度決算の
健全化判断比率と資金不足比率

合計納税額…14万5,891円

合計歳出額…36万1,511円

会　計　名
一 般 会 計
土 地 取 得 事 業 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
市街地再開発事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計

合　　　計

区　　　分
有　価　証　券
財 政 調 整 基 金
都 市 施 設 整 備 基 金
福 祉 基 金
交流とふれあいのまちづくり基金
深 喜 人 材 育 成 基 金
公 園 墓 地 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
辻 川 穐 太 郎 や す ら ぎ 基 金
泉 大 津 市 が ん ば ろ う 基 金
介護従事者処遇改善臨時特例基金
佐 野 幸 子 基 金
地 域 環 境 基 金
環 境 整 備 資 金 貸 付 基 金

小計

基
　
　
金

合計

●市債現在高（平成23年6月30日現在）

●市財産の現在高（平成23年6月30日現在）

泉大津市の課題
　泉大津市の平成 22 年度決算では、特別会計・企業会計
を含めた連結実質赤字比率が、平成 21 年度決算より改善
を示したものの、全国ではワースト３位に位置する結果と
なり、また経常収支比率も 100％を下回ったとはいえ、
99.2％と依然として硬直した財政状況です。
　また、特別会計・企業会計の決算については、一般会計
からの繰出により改善は図られてはいるものの、すべての
赤字を解消するにはいたっていません。とりわけ、病院事
業会計については、約 13 億円の繰出を行ったうえで、約
２億６,000万円の資金不足額を計上しています。

平成24年度予算編成に当たっての考え方
　これまでと同様「ムダ」を省いて行財政運営の簡素化・
効率化を図りつつ、教育・福祉や危機管理など、市民生活
に必要な事業については、行政サービスの低下につながら
ないよう配慮した予算を目指すこととします。
●一般会計だけでなく、全会計において、すべての事務事
業の棚卸しを行い、かつ、その効果を検証し、不要不急
なものについては事業廃止を含めた見直しを行う。
●予算要求額については、平成 23 年度当初予算額の範囲
内とする。
●子どもたちや高齢者が住みやすいまちづくりのため、真
に市民生活に必要な事業については一定配慮するものと
する。
●危機管理については、防災対策はもちろんのこと、広域的、
福祉的な対応を含めて様々な危機への対応能力を高める
ための事業については、一定配慮するものとする。
問合　財政課（市役所４階）

　平成 20 年 4 月から「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」が施行され、地方公共団体は実質赤字のほか、特別会計・
企業会計や第三セクターを含めた連結ベースでの実質赤字、将
来において償還すべき実質的な負担などを表す指標（健全化判
断比率）と、公営企業ごとの資金不足を表す指標（資金不足比率）
を議会に報告し、公表を行っています。
　平成 22 年度決算における本市の健全化判断比率および資金
不足比率は右表のとおりです。

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

資金不足比率

水道事業
会計

病院事業
会計

下水道事業
特別会計

市街地再開発
事業特別会計

20.0
H22
-
H21
-
H22
5.3

H22
-
H21
-
H22
-
H21
-

H21
9.6

泉大津市

会計名

（単位：％）
早期健全化基準 財政再生基準

H22
-
7.64
18.5
216.1

H21
-

13.79
18.4
246.9

H22
12.70
17.70

25.0
350.0

H21
12.73
17.73

H22

35.0
35.0

20.0
H21

40.0

経営健全化
基準

区分
固定資産税
個人市民税
都市計画税
法人市民税
その他

決算額
6万9,642円
4万4,682円
1万3,106円
1万   453円
8,008円

比率
47.7％
30.6％
9.0％
7.2％
5.5％

区分
民生費
公債費
総務費
土木費
衛生費
教育費
消防費
その他

決算額
13万2,037円
4万9,770円
3万5,618円
3万8,495円
4万7,172円
3万6,889円
1万　572円
1万　958円

 説　明 
高齢者や障がい者、子どもなどの福祉関係

借入金の返済にあてる経費
情報管理、広報、文化振興などの関係
道路・歩道・公園整備や管理関係
地域保健やごみ処理などの関係
学校教育や生涯学習などの関係
消防や災害対策などの関係
議会費や商工費など

【市民１人あたりが納める市税の内訳】

【市民１人あたりの歳出の内訳】

平成24年度
予算編成方針の概要
子どもや高齢者の皆さんが住みやすいまちづくりを目指して

■わたしたちの財産など （「
平
成
22
年
度
決
算
」
の
続
き
）

現　在　高　
7億3,350
1億7,273
4億2,242
1,770

2億5,737
1億4,447
4,742

2億1,651
9,477
399
198
4,227
961
5,465

14億8,589
22億1,939

　　現　在　高
289億9,738
33億1,046
4億470

0
291億4,268
37億8,036
85億5,798
741億9,356

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
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８億
3822万円

５億
1371.9 万円

１億
2359.7 万円

16億
4920.3 万円

2億
2231.4 万円

４億
2735.5 万円

水道事業の
業務状況･決算
水道事業の
業務状況･決算
地方公営企業法第 40 条の２及び泉大津市水道事業の設置等に
関する条例第１０条の規定に基づき、平成 23 年度の 4 月１日
から 9 月 30 日までの業務状況及び平成 22 年度の決算状況を
公表します。　問合　水道業務課（市役所 2階）

上
下
水
道
局
職
員
は

「
職
員
証
」
を

着
用
し
て
い
ま
す
！

水道管の調査、訪問販売にご注意を！

■ 平成22年度 水道事業会計収支

※「収益的収支」「資本的収支」の説明はこちら→ MEMO

　市では、常に安全で衛生的な水をお届けしており、浄水器の訪問販売・点検・部品交換や水
道メーターの内側にある給水管の調査・点検、洗浄工事は行っていません。
　上下水道局が工事を施工する場合は、事前に「工事のお知らせ」を配布しています。また、
各家庭の給水管のメーター交換、水質検査、測量調査が必要な場合は、市職員が訪問するか、
施工業者に市長発行の証明書を持参させています。
　なお、不審に思われたときは、「市職員証」か「市長発行の証明書」の提示を求めるか、上
下水道局へ確認の電話をお願いします。

平成 22 年度の決算状況は、収益的収支（収益的収支とは、１年間
の企業の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用で、企業の
経営成績を表すもの）は、収益的収入の合計額が16億5490万円、
収益的支出の合計額が 16 億 4920.3 万円となり、収支を差し引き
すると569.7万円の黒字となりましたが、今までの分を合計すると、
22年度だけで２億7064.5万円の赤字となっています。

①建設改良費
②企業債償還金

8143.9万円
4215.8万円

　水道事業の予算・決算は「収
益的収入・支出」と「資本的
収入・支出」に分かれています。
　収益的収支は、水道事業を
運営するための収支で、主な
収入は水道料金、支出は受水
費（大阪府営水道などから浄
水を購入するお金）などです。
　資本的収支は、水道施設の
建設・整備のための収支で、
主な収入は企業債（借入金）、
支出は建設改良費などです。

平成23年度　上半期業務状況

平成22年度　決算状況

①水道料金
②加入金
③受託工事収益
④その他収益

15億550.9万円 
4575.6万円
2540万円
7823.5万円

①工事負担金
②企業債
③他会計負担金

2363.4万円
１億9660万円 

208万円 

①建設改良費
②企業債償還金

3億1738.9万円 
1億 996.6万円  

①受水費
②人件費
③減価償却費
④支払利息
⑤請負工事費
⑥委託料
⑦修繕費
⑧動力費
⑨その他費用

6億6739.4万円
1億4718.4万円 
4億 1974.6万円 

8316.4万円 
2953.9万円 

1億 4304.7万円 
4098.5万円 
1312.4万円 
1億 502万円 

■ 水道の普及状況

給水人口
給水戸数
普及率

7万 7,389人
3万4,750戸

100％

H23.9.30 現在
7万 7,397人
3万4,669戸

100％

H23.3.31 現在区分

■ 配水量および有収水量など

配水量
一日平均配水量
一日最大配水量
有収水量
有収率

459万 2,744㎥
2万5,097㎥
2万8,724㎥

434万3,850㎥
94.6％

913万 529㎥
2万5,015㎥
2万8,250㎥

871万2,916㎥
95.4％

H23.4.1～9.30 H22.4.1～H23.3.31区分

収益的収入

資本的収入

収益的支出

８億
3822万円

５億
1371.9 万円

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

3

3

3

3

4

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8
9

３
４

①水道料金
②加入金
③他会計補助金
④その他収益

7億8642.3万円
2041.8万円
411.8万円
2726.1万円

3億 294.3万円
7995.3万円
4164.7万円
385.3万円
5506.5万円
1201万円
602.2万円
1222.6万円

①受水費
②人件費
③支払利息
④請負工事費
⑤委託料
⑥修繕費
⑦動力費
⑧その他費用

８億
3822万円

資本的支出
１億

2359.7 万円

…０円

２

２

２

収益的収入
16億

5490万円

収益的支出
16億

4920.3 万円

資本的収入
2億

2231.4 万円

資本的支出
４億

2735.5 万円
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水道は、安全で快適なまちづくりのために欠かせない施設です。本市では
現在、市民の約92.3％に当たる皆さんが利用できるようになっています。
　その一方で、下水道は多額の資金を必要とする事業であり、施設整備や

維持管理などに要する費用のうち、汚水経費は、市民の皆さんの下水道使用料でま
かなうこととなっています。しかし、本市では右下表のとおり、下水道使用料収入
で汚水経費の全額をまかなえない状況が続いています。
　これまでも、市では下水道財政の健全化に向けて、人件費や維持管理費の削減、
借入金の低金利への借り換え、水洗化向上のための啓発活動など、さまざまな取り
組みを行ってきましたが、将来にわたり持続可能な下水道の経営のため、料金の適
正化を図り、右表のとおり下水道使用料を改正することとしたものです。
◎一日も早く下水道へ接続（水洗化）してください　
　公共下水道処理区域では、家庭排水や浄化槽などは６か月以内（ただし、くみと
り便所は３年以内）に接続しなければなりません。ご理解・ご協力をお願いします。
◎下水道に油類や生ごみなどを流さないでください
　油類や生ごみなどを流すと、排水管や下水管が詰まる原因とな
ります。お皿やお鍋についた油汚れは、洗う前にふき取りましょう。
食用の油は固めるなどして、また、生ごみは水切り袋などを利用
して、可燃ごみとして出してください。
問合　下水道整備課（市役所２階）

平成20年度
平成21年度
平成22年度

下水道使用料収入
980
995
979

汚水経費
1,026
1,046
1,072

収支不足額
△46
△51
△93

基本使用料
●一般排水

水量（㎥）

380円

月に開催された定例市議会で、水道料金、下水道使
用料の料金改定議案が可決され、来年５月分（４月
使用分）から改定料金で納めていただくことになり

ました。
　これまで本市の水道料金については、平成20年度に平均改
定率 13％の料金改定を行ったところですが、近年の節水家電
などの普及、および最近は特に水道水を使用しない人が増え
たことにより、毎年使用水量が２％前後減少しており、予測
していた給水収益には達していない状況です。
　また、歳出の状況については、退職者不補充による人件費
の削減、業務委託の広域化などを図っている状況であり、常
に経営努力をしてきたところです。
　しかし、使用水量の減少による給水収益の落ち込みは大き
く、このままでは人員の合理化など、経営健全化の内部努力
を上回るペースで赤字傾向が続き、平成28年度決算見込みで
は、約９億2000万円の累積赤字となる見込みです。
　こうした状況をふまえ、市では、将来に赤字を先送りする
ことなく、水道財政の健全化を図るため、やむなく来年５月
分から料金改定を行うこととしました。
　ただし、家事用（住宅において日常生活の用に使用するもの）
水道料金については、10 立方メートル以下の単価を据え置き
とさせていただきます。
　今後とも水道財政の健全化を図り、安心・安全な水道水の

安定供給に努めます。
　水道料金を平均 13％、下水道使用料を平均 12.7％値上げ
することにより、市民の皆さんにはご負担をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。
問合　水道業務課（市役所２階）

家事用

用途

官公署用

一般用

臨時用

公衆
浴場用

446円

590円

4,188円

690円

2万318円

5㎥未満
5～10㎥
10～20㎥
20～30㎥
30～50㎥
50～100㎥
100㎥以上
10㎥未満
10～20㎥
20～30㎥
30～50㎥
50～100㎥
100～300㎥
300～1,000㎥
1,000㎥以上
10㎥未満
10～20㎥
20～30㎥
30～50㎥
50～100㎥
100～300㎥
300～1,000㎥
1,000㎥以上
全水量

300㎥未満
300～1,000㎥
1,000㎥以上

39円
40円
205円
240円
284円
303円
329円
113円
210円
245円
291円
355円
380円
405円
426円
113円
210円
245円
291円
367円
397円
420円
455円
606円
42円
64円
78円

金額
（1㎥単価）水量基本料金

市民の皆さんにはご負担をおかけしますが、水道料金
および下水道使用料を値上げさせていただくことにな
りました。ご理解とご協力をお願いいたします。

平成 24年
4月使用分
から水道料金

下水道使用料

が改定されます。

が改定
されます

平成 24年
４月利用分から

■ 平成24年5月分（４月使用分）からの水道料金（税込）

■ 平成 24 年５月分（４月使用分）
からの下水道使用料（税込）

■ 下水道の使用料収入と必要経費の収支
（単位：百万円）

下 ※

水
量
０
〜
30
㎥
に
つ
い
て
は
、
水
量
区
分
を

２
区
分
か
ら
４
区
分
へ
細
分
化
し
て
い
ま
す

0～ 5
６～10
11～ 20
21～ 30
31～ 50
51～ 100
101～ 300
301～ 500
501～ 1000
1001以上

新使用料
（１㎥につき）

90円
95円
145円
155円
190円
220円
255円
295円
330円
350円
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本
市
の
水
道
は
、
び
わ
湖
か
ら

淀
川
に
流
れ
た
水
を
取
っ
て
い
る

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
、
光
明

池
の
水
を
取
っ
て
い
る
泉
北
水
道

企
業
団
か
ら
、「
か
ん
速
ろ
過
方
式

（※

）」
で
き
れ
い
に
な
っ
た
た
く

さ
ん
の
水
を
買
っ
て
、
み
な
さ
ん

の
家
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

で
は
、「
高
度
浄
水
処
理
」
と
い
う

新
し
い
水
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
高
度
浄
水
処
理
」
と
は
、

通
常
の
浄
水
処
理
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
に
お
い
、
ト
リ
ハ
ロ

メ
タ
ン
な
ど
を
、
活
性
炭
、
オ
ゾ

ン
処
理
な
ど
に
よ
り
除
去
す
る
方

式
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
高

度
浄
水
処
理
を
し
た
水
も
本
市
へ

送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
市
の
水
道
水

は
い
つ
で
も
安
全
で
安
心
し
て
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
水
を
飲
も
う

　
体
の
中
の
水
分
が
不
足
す
る
と
、

熱
中
症
、脳
梗
塞
、心
筋
梗
塞
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
の
リ
ス
ク

要
因
と
な
り
ま
す
。
寝
る
前
、
起

床
時
、ス
ポ
ー
ツ
中
、入
浴
の
前
後
、

そ
し
て
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補

給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
予
防
に

は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
重
要
で

す
。
健
康
の
た
め
に
水
を
飲
み
ま

し
ょ
う
。

問
合
　
水
道
業
務
課
（
市
役
所
２

階
）

 一般的な市販のミネラル
ウォーター１リットルの値段
は、府の水道水約1,000リッ
トルの値段に相当します。

水
道
水
↓

←ミネラルウォーター

市販の水の値段は
水道水の約1000倍！

水道マメ知識

　気温がマイナス４度以下になると、水
道管が凍ったり破裂したりする場合があ
ります。特に多いのは、次のようなとこ
ろにある水道管です。早めに冬支度を済
ませてください。
破損しやすい水道管
▷水道管がむき出しになっているところ
▷北向きのところ
▷風当たりの強いところ
　むき出しになっている水道管や蛇口の
部分に布などを巻きつけて保温し、雨な
どで濡れないように上からビニールなど
を巻いておくと効果があります。
　水道管や蛇口が凍って水が出ないとき
は、凍っている箇所にタオルや布をかぶ
せ、その上からぬるま湯をゆっくりとか
けて、水が出るのを待ってください。水
道管に直接熱いお湯をかけると、水道管
が破裂することがありますので注意して
ください。
　もし水道管が凍って破裂したら、止水
栓（元栓）で水を止め、破裂したところ
に布かテープをしっかり巻きつけ応急処
置をし、すぐに市指定給水装置工事事業
者に修理を依頼してください。
問合　水道工務課（市役所２階）

　ビルやマンションに設置されている受水槽や高置水槽の管理が不十分である
と、給水する水の衛生に問題が生じます。受水槽などの設置者・管理者は、次
のような点に気をつけて、みずから適正な管理に努めてください。
①受水槽などの清掃を、毎年1回以上、定期的に行いましょう
②受水槽などの点検を行い、不備な点があれば速やかに改善しましょう
③水道の蛇口で、水の色・濁り・臭い・味に異常がないか、また残留塩素の検
査も含め、毎年1回以上定期的に行いましょう
④給水する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに給
水を停止し、その水を飲まないよう利用者に知らせるとともに、和泉保健所（☎
41・1342）に連絡し、指導を受けてください
⑤受水槽の有効容量が 10 ㎥を超える簡易専用水道の設置者・管理者は、毎年
1回以上、法令検査を受けなければなりません
受水槽・高置水槽の主な点検場所
●マンホールのフタ
▷フタが開いていると、虫やごみが入るだけでなく、大変危険なためしっかり
閉めて施錠しましょう
▷フタに隙間があると、油、薬品、雨水などが流れ込む恐れがあります
●点検ハシゴ・給水管
▷点検ハシゴや給水管がさびると、赤水の原因になります
●槽
▷底にサビがないか、土砂や異物などがたまっていないかの確認をしましょう
▷槽に亀裂や穴があると、汚水が流れ込む恐れがあります
●通気孔・オーバーフロー管
▷防虫網の設置を。ネズミや虫が侵入する恐れがあります
問合　水道工務課（市役所２階）

上下水道局からのお知らせ

泉
大
津
の
お
い
し
い
水
道
水
は

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
？

水道管を
寒さから守ろう

受水槽や高置水槽は
清潔に保ちましょう !

その

その

※

か
ん
速
ろ
過
方
式
と
は
、
一
日
３
〜
６
ｍ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
、
水

中
に
生
息
し
て
い
る
微
生
物
の
助
け
を
借
り
て
水
の
浄
化
を
す
る
方
法
。
砂
層
表
面

に
で
き
た
微
生
物
膜
に
ゴ
ミ
や
汚
れ
、
病
原
菌
な
ど
が
ひ
っ
か
か
り
除
去
さ
れ
ま
す
。

薬
品
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
の
で
安
全
で
お
い
し
い
水
が
で
き
ま
す
。

その
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住宅用火災警報器

●
12
月
11
日
㈰
「
日
本
の
美
・
世
界

の
美
」　
藤
田
治
彦
氏
（
大
阪
大
学

大
学
院
教
授
）

英
米
や
日
本
の
デ
ザ

イ
ン
、
風
景
論
（
環

境
美
学
）
の
第
一
人

者
で
、
海
外
の
学
会
で
の
発
表
も
多

く
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
。

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
米

国
・
イ
エ
ー
ル
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
に
留
学
。
カ
ナ
ダ
・
ト

ロ
ン
ト
大
学
特
別
研
究
員
、
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
フ
ェ
ロ
ー

（
上
級
研
究
員
）、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
助
教
授
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ァ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
客
員
教
授
を

歴
任
し
ま
し
た
。

　
各
国
で
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
史
な
ど

数
多
く
の
国
際
会
議
の
企
画
、
運
営

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
大

阪
都
市
景
観
建
築
賞
、
大
阪
ま
ち
な

み
百
景
な
ど
の
選
考
委
員
、
神
戸
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
組
織
委
員
会
委
員
な
ど

を
務
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
英
国
の
出
版
社
の
依
頼
で
、

編
集
長
と
し
て
『
ア
ジ
ア
・
デ
ザ
イ

ン
百
科
事
典
』
全
４
巻
の
編
集
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
19
世
紀
の
西
洋
。「
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ

ム
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
文
化
ブ
ー
ム

が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
大
胆
な
構

図
と
美
し
い
線
の
浮
世
絵
を
は
じ

め
、
着
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
草
花
を
形

に
し
た
「
家
紋
」、
精
緻
な
デ
ザ
イ

ン
の
「
根
付
」
な
ど…

。
西
洋
と
は

ま
っ
た
く
違
う
「
和
の
色
と
形
」
が
、

欧
米
人
を
驚
か
せ
た
の
で
し
た
。
　

　
講
演
で
は
、
日
本
人
の
美
意
識
に

触
れ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
８
つ
の

テ
ー
マ
で
「
世
界
に
於
け
る
日
本
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
話
し
ま
す
。

講
演
テ
ー
マ
　
①
東
洋
の
美
と
西
洋

の
美
　
②
ア
ジ
ア
の
美
と
東
ア
ジ
ア

の
美
　
③
日
本
の
美
と
中
国
・
韓
国

の
美
　
④
美
と
崇
高
　
⑤「
美
術
」

の
誕
生
　
⑥
北
斎
に
魅
せ
ら
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　
⑦「
浮
世
絵
」「
根
付
」

「
家
紋
」「
折
り
紙
」　
⑧「
伝
統
色
」

が
あ
る
の
は
日
本
だ
け
？

　
日
本
の
文
化
、
日
本
人
の
美
意
識

は
ほ
か
の
国
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
海
外
で
の
豊
富
な
研
究
体
験
を

ふ
ま
え
、
現
代
の
世
界
で
注
目
さ
れ

る
「
日
本
美
の
形
」
に
迫
り
ま
す
。

カルチャー・スコール　シリーズ15（第43回）

講
演
会
場
は
市
民
会
館
。
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。
入
場
無
料
。
午
後
１

時
か
ら
整
理
券
を
配
り
ま
す
。
南
海
電
鉄
後
援
。

写
真
／
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
「
日
本
の
建
築
」

世界に誇る「日本の美」
浮世絵･折り紙･家紋･根付

設置済みですか？

市消防署では

「設置相談窓口」

を用意しています

住宅用火災警報器

12 月の泉大津市「カルチャー・スコール」は「生活の中の美」の最終回。今や、世界的な評
価を受けている日本のデザインや、かつて欧米人を魅了した浮世絵、根付などについて、デ
ザイン学の第一人者が語ります。問合　秘書広報課（市役所４階）

　住宅用火災警報器は、すべての住宅に設置が義務化されています。
市消防署では、「住宅用火災警報器設置相談窓口」を設けています。住
宅用火災警報器の取り付け場所や取り付け方法、また、高齢や障がい
などにより取り付けにお困りの人は相談ください。

住宅用火災警報器が役立った実際の事例
▷一般住宅の２階で就寝中、ベッド上の寝具がヒーターに接触して出
火した。住警器の警報音により目覚め、階段を下りて玄関から避難
した。火傷を負ったが命に別状はなかった。
▷居住者（50 代）が、木造２階建ての１階の寝室で就寝中、１階台所
付近から出火。台所に設置されている住警器の鳴動に気付き、１、
２階の家人を避難させると同時に119番通報した。
▷木造２階建て住宅から出火。一人暮らしの居住者（歩行困難）が１
階で就寝中だったが、住宅用火災警報器の警報音で目が覚め、119
番通報した。通報後、自力で玄関まで移動したところで、隣接の親
族に救助された。
問合　消防署予防係（☎21・0119）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、

煙
や
熱
を
感
知
し
て
音
声
や
ブ
ザ
ー
音
で
知
ら
せ

る
も
の
で
、
被
害
拡
大
を
防
い
で
く
れ
ま
す

10

　
市
で
は
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
広
い
視
野
と
国
際
感
覚
を
持
つ

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
深
喜
人
材

育
成
基
金
を
活
用
し
、
青
少
年
の
海

外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
、
日
本
か
ら
近
い
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
セ
ブ
島
の
語
学
学
校
で
、
短
期

間
の
集
中
英
語
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ブ
島
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
古
の
歴

史
を
誇
り
、
一
年
中
温
暖
な
気
候
と

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。
治
安

も
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

島
内
に
あ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

フ
ェ
ラ
（English Fella

）
校
で
、

８
日
間
の
語
学
研
修
を
受
け
て
も
ら

い
ま
す
。

　
同
校
は
、
英
語
が
話
せ
な
い
ア
ジ

ア
圏
の
学
生
に
、
第
２
の
言
語
と
し

て
英
語
を
教
え
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

構
内
に
は
プ
ー
ル
や
図
書
館
な
ど
多

く
の
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
寮
に
滞

在
し
、
他
国
か
ら
英
語
を
学
び
に
来

て
い
る
同
年
代
の
学
生
と
の
交
流
を

通
じ
、
異
文
化
に
触
れ
、
語
学
力
の

向
上
と
国
際
感
覚
を
養
う
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
期
間
　
平
成
24
年
３
月
18
日
㈰

〜
25
日
㈰
の
８
日
間
（
出
発
ま
で
に

説
明
会
な
ど
を
予
定
）

研
修
校 

セ
ブ
島
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
フ
ェ
ラ
校
（
予
定
）

研
修
内
容
　
▽
現
地
語
学
学
校
に
お

け
る
５
日
間
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
　
▽
学
生
寮
に
滞
在
し
、
他
国
か

ら
の
研
修
生
と
交
流
（
本
市
研
修
生

２
人
で
１
部
屋
使
用
）　
▽
島
内
観

光
な
ど

旅
行
代
金
　
市
が
半
額
助
成
（
平
成

22
年
度
個
人
負
担
は
９
万
円
程
度
）

募
集
人
数
　
10
人
程
度
（
作
文
に
よ

り
審
査
を
行
い
、
参
加
者
を
決
定
）

※

添
乗
員
お
よ
び
市
職
員
が
随
行

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
平
成
３
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
３
月
18
日
生

ま
れ
（
渡
航
日
現
在
で
満
15
歳
以
上

20
歳
以
下
）
の
人
で
、
次
の
条
件
を

満
た
す
人

①
心
身
と
も
に
健
康
で
、
海
外
で
の

研
修
生
活
に
耐
え
う
る
体
力
を
有

す
る
こ
と

②
協
調
性
に
富
み
、
規
律
あ
る
団
体

行
動
に
適
応
で
き
る
こ
と

③
説
明
会
お
よ
び
帰
国
後
の
報
告
会

に
出
席
で
き
る
こ
と

④
未
成
年
者
の
場
合
は
、
保
護
者
の

同
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

⑤
定
め
ら
れ
た
日
程
・
旅
行
条
件
で

参
加
で
き
る
こ
と

受
付
期
間
　
12
月
１
日
㈭
〜
平
成
24

年
１
月
６
日
㈮

申
込
方
法
　
市
役
所
４
階
企
画
調
整

課
に
あ
る
所
定
用
紙
に
よ
り
、
申
込

書
・
作
文
を
提
出

　
申
込
書
の
「
保
護
者
承
諾
欄
」
以

外
は
す
べ
て
申
込
者
自
筆
の
こ
と
。

ま
た
、
作
文
テ
ー
マ
は
「
研
修
で
学

び
た
い
こ
と
」（
４
０
０
〜
８
０
０

字
程
度
）
と
し
ま
す
。

※

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
　
企
画
調
整
課
ま
で
持
参

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

問
合 

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４

階
）

昨
年
度

参
加
者
の
声

がんばる
学生さんを
応援します！

授業が進むにつれて、先生
と笑って話している自分に
驚きました。1週間だけど、
語学力が上がっていると感
じました。（堀内さん･19歳）

はじめは緊張してあまり話せなかったけど、慣
れていくと英語をだんだん聞き取れるように
なってきてすごく楽しくなりました。最後の方
になるともっと外国の方と話したいという気持
ちでいっぱいでした。（宮　さん･16歳）

この研修で、外国語や世界の文化
を学びたいという気持ちがより
いっそう強くなったと思います。
（大橋さん･17歳）

先生方はとても面白くて親切で、いつも冗談を
言って私を笑わせてくれたり、わからない言葉を
調べるのを手伝ってくださったり、何度も教えて
くださったりと、勉強をサポートしてくれました。
（濵村さん･15歳）

積極的に自分から話しに行き、
自己紹介をし、会話をする。
そのようなことが何度もあり
ました。（宇野さん･17歳）

3月 18日㈰　関西国際空港よりフィリピン・セブへ出発
3月 19日㈪～25日㈰ イングリッシュ・フェラ校にて英語研修
　●オリエンテーション＆クラス分けテスト
　●基本授業
　　午前：マンツーマンレッスン
　　午後：グループレッスン
　●授業後は自由。校内にあるプールや、校外で買い物など
3月 24日㈯　セブ島内観光
3月 25日㈰　フィリピン・セブより関西国際空港へ帰国

Schedule　 - スケジュール -

海
外
研
修
で
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン
の
よ
う
す

海
外
派
遣
研
修
の
概
要
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　⑥その他の手当 (平成 23年 4月 1日現在 )

本市では、泉大津市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例を制定し、毎年 12 月に前年度における本市職員
数や、職員の給与といった職員に関する情報を、市民の皆さんに公表しています。今回の内容は、平成 22 年度の
内容ですが、紙面の関係上、抜粋して掲載しました。詳しい内容については、市役所４階の情報公開コーナーで
閲覧できるほか、市のホームページでも閲覧できます。　内容についての問い合わせは人事課（市役所４階）へ。

区　分
8等級
7等級
6等級
5等級
4等級
3等級
2等級
1等級

標準的な職務内容
部長・理事
部次長・部参事・課長・課参事
課長補佐・主幹
専門官
係長・総括主査
主査・主任
事務職員・技術職員
事務職員・技術職員

職員数
15人
32人
43人
0人
56人
32人
45人
11人

構成比
6.4％
13.7％
18.4％
0.0％
23.9％
13.7％
19.2％
4.7％

⑺ 一般行政職の級別職員数の状況
　（平成 23年 4月 1日現在）

⑻ 職員の手当の状況
　①期末手当・勤勉手当（平成 22年度）

泉大津市
１人当たりの平均支給額 1,444 千円
支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　   2.60 月分 　1.35 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の

級などによる加算措置

国
－

支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　　2.60 月分　 1.35 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の

級などによる加算措置

　③地域手当（平成 23年 4月 1日現在）
支給実績 (22 年度決算 )

支給職員1人当たり平均支給年額(22年度決算)
支給対象地域
泉大津市全域

支給率
6％

支給対象職員数
785人

国の制度(支給率 )
6％

189,490 千円
241,389 円

　④特殊勤務手当（平成 23年 4月 1日現在）
支給実績 (22 年度決算 )

支給職員1人当たり平均支給年額 (22年度決算 )
職員全体に占める手当支給職員の割合 (22 年度決算 )

手当の種類 (手当数 )

266,245 千円
749,986 円
45.2％
27種類

　⑤時間外勤務手当
支給実績 (22 年度決算 )

支給職員1人当たり平均支給年額(22年度決算)
159,620 千円

347千円

　②退職手当（平成 23年 4月 1日現在）
泉大津市

(支給率 )
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額
その他の加算措置
　　　　　　  定年前早期退職加算措置
　　　　　　　(2～20％加算 )
１人当たり
平均支給額

国
(支給率 )
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

その他の加算措置
　　　　　　  定年前早期退職加算措置
　　　　　　　(2％～20％加算 )

自己都合
23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

勧奨・定年
30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

自己都合
23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

4,879 千円

勧奨・定年
30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

25,356 千円

区　分
一般行政職（大学卒）

経験年数 10年
252,800 円

経験年数 15年
294,300 円

経験年数 20年
333,025 円

⑹ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　（平成 23年 4月 1日現在）

⑸ 職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区　分

一般行政職

泉大津市初任給

185,800 円
155,700 円

大学卒
高校卒

⑷ 職員の平均年齢、平均給料月額および
    平均給与月額の状況（平成 23年 4月 1日現在）
　①一般行政職　
区分

泉大津市

平均年齢

43.7 歳

平均給料月額 平均給与月額
418,455 円
390,282 円

　②企業職　
区分

泉大津市

平均年齢

46.8 歳

平均給料月額 平均給与月額
422,967 円
413,911 円

手当名

扶養手当

住居手当

内容および
支給単価　

配偶者
扶養親族 1人につき

（配偶者のない場合
1人まで
16歳～22歳の子
1人につき

最高限度額

最低支給額

異なる内容
(国の制度 )

最高限度額
27,000 円

支給実績
(22年度決算 )

85,313 千円

82,422 千円

1人当たり
平均支給年額
(22 年度決算 )

222,750 円

172,792 円

国の制度
との異同

同 

同

13,000 円

6,500 円

11,000 円）

5,000 円加算

27,000 円

0円

※「平均給料月額」とは、平成 23 年４月１日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均です
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当などの諸
手当の額を合計したものです。上段はこれら全ての諸手当込みのも
のです。また、下段は、時間外勤務手当、特殊勤務手当などを除き
国と比較するため再計算したものです

※ 泉大津市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です

(注 )１人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（上下水道局の企業職員、
市立病院の医師などを含み、教育長を除く）に支給された平均額です

(注 ) １人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（上下水道局の企業職員、
市立病院の医師などを含み、教育長を除く）に支給された平均額です

(注 ) １人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（上下水道局の企業職員、
市立病院の医師などを含み、 教育長を除く）に支給された平均額です

(注 ) １人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（上下水道局の企業職員、
市立病院の医師などを含み、 教育長を除く）に支給された平均額です

※経過措置 (平成22年度 )
　　最高限度額　29,000円

(注 ) １人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（上下水道局の企業職員、
市立病院の医師などを含み、教育長を除く） に支給された平均額です

335,749 円

356,154 円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員（上下水道局の企業職員、市立病院の医師などを含み、教育長を除く）
に支給された平均額です。勧奨退職制度については、平成 21 年度（平成
21年４月１日）以降の退職者については運用を凍結しています
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職員数や給与について
泉大津市の

職員数や給与についてお知らせします。

泉大津市の

1. 職員の任免に関する事項 2. 職員の給与の状況
⑴ 採用および退職の状況
（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで）

職種
一般行政職
税務職

医師・歯科医師職
看護・保健職

薬剤師・医療技術職
福祉職
消防職
企業職
技能労務職

教育職（幼稚園）
その他教育職

計

採用 (人 )
7
4
14
32
2
2
3
0
0
1
0
65

退職 (人 )
8
1
11
16
0
4
1
0
7
5
4
57

※職種区分は、地方公務員給与実態調査の調査要領に
　よるものです。
⑵ 部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年 4月 1日現在 )
　　　　　区分
部門

 

 総務企画

 

 民生

 衛生

 労働
 農林水産
 商工
 土木

　  計

教育部門

消防部門

小　計

 病　院
 水　道
 下水道

 その他

 小　計

合　計

一
般
行
政
部
門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

平成 23年

100

22

3
1
3
36

270

71

85

426

292
23
16

26

357
783

〔1,059〕

6

75 75 0

議会

税務 24 24 0

5
平成 22年

103

20

3
1
3
35

269

79

83

431

289
22
16

27

354
785

〔1,059〕

対前年
増減数

△3

2

0
0
0
1

1

△8

2

△5

3
1
0

△1

3
△2
〔0〕

主な増減理由

欠員不補充による減、
事務の増加による増

欠員不補充による減、
事務の増加による増

法令等の改廃による減、
業務の増加による増

業務の増加による増

業務の増加による増

業務の増加による増

欠員補充による増

法令基準の充足による増

＜参考＞人口 1万人あたり
の職員数 35.4 人

＜参考＞人口 1万人あたり
の職員数 56.0 人

＜参考＞人口 1万人あたり
の職員数 102.8 人

業務の増加による増、
欠員不補充による減

職員数 (人 )

※職員数は一般職に属する職員数で、教育長、臨時および非常勤職員を除い
　ています。〔　〕内は、条例定数の合計です。

⑴人件費の状況
　①普通会計決算

区分

22年度

住民基本台帳
人口

(22年度末 )

歳出額
（A）

28,515,264
千円

実質収支

105,066
千円

人件費
（B）

4,563,757
千円

人件費率
（B/A）

16.0％ 17.1％76,251 人

( 参考 )
21 年度の
人件費率

⑵ 職員給与費の状況
　①普通会計決算

普

通

会

計

部

門

⑶ 給与の抑制
　現在市では、次のような給与の抑制を行っています。
　①特別職
項　目

給　料

内　　容
12～8％の
減額

期　　間
平成20年 11月 1日から

平成24年 9月 30日まで

②一般職
項　目

管理職手当

内　　容

10％の減額

期　　間
平成19年 4月 1日から

平成25年 3月 31日まで

区分

22年度

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

給 与 費  

区分

22年度

総費用
（A）

1,649,203
千円 5,697 千円

1,616,185
千円

92,117
千円

18,446
千円

35,704
千円

146,267
千円

6,649
千円

2,627,247
千円

382,298
千円

628,764
千円

426
人

22人

6,167
千円

176,696 千円 10.7％

純損益または
実質収支

職員給与費
（B）

②水道事業会計決算

　②水道事業会計決算

総費用に占める
職員給与費比率
（B/A）

区分

22年度

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

一人当たり
給与費（B/A）

一人当たり
給与費（B/A）

給 与 費  

※人件費には児童手当、子ども手当を含みません

※職員給与費には児童手当、子ども手当を含みません
（参考）21年度の総費用に占める職員給与費比率　10.2％

（注１） 職員手当には退職手当、児童手当、子ども手当を含みません
（注２） 職員数は、平成23年４月１日現在の人数です

（注１）  職員手当には退職給与金、児童手当、子ども手当を含みません
（注２） 職員数は、平成23年３月31日現在の人数です

1
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泉大津市の職員数や給与について

3. 職員の勤務時間その他勤務条件に関する事項

4. 職員の分限および懲戒処分の状況に関する事項

⑴ 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

⑵ 休暇制度（平成 22年）
　①年次有給休暇

　②病気休暇
　

　③介護休暇

⑶ 育児休業および部分休業の取得状況

⑴ 分限処分の状況

⑵ 懲戒処分の状況

区分
上級事務職Ａ
上級事務職Ｂ
(医事業務）
社会福祉士
上級土木職
上級建築職
学芸員

上級消防吏員
看護師・助産師
放射線技師
初級消防吏員
幼稚園教諭

受験者数
147人

9人
3人
3人
16人
4人
30人
13人
8人
24人

合格者数
8人

1人
1人
1人
2人
1人
26人
1人
2人
2人

⑼ 特別職の報酬などの状況
(平成 23年 4月 1日現在 )

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

給
料

報
酬

期
末
手
当

給料月額など
783,200 円　（890,000 円）
711,000 円　（790,000 円）
610,000 円
580,000 円
550,000 円

(22 年度支給割合 )
　　3.90 月分　　

(22 年度支給割合 )
3.90 月分

区　分

※ 給料の（　）内は、減額措置を行う前の金額です

5. 職員の服務の状況に関する事項

6. 職員の研修の状況

7. 職員の福祉および利益の保護の状況

8. 平成 22年度に実施した職員採用競争試験の状況

9. 措置の要求の状況および不服申立ての状況

3 人 1人

泉大津市の職員数や給与について泉大津市の職員数や給与について

　午前8時45分から午後5時15分まで
　（土・日曜日、祝日および年末年始の休日を除く）

　1 年につき最高 20 日付与され、前年からの繰り越し分を含
めると最高 40 日となります。平成 22 年の平均付与日数は、
36.3日、平均取得日数は10.6日でした。

　平成 22 年度における職員の営利企業等従事許可の状況は、
会社の役員等の地位を兼ねる場合が０人、自ら営利を目的とす
る私企業を営む場合が１人、報酬を得て事業又は事務に従事す
る場合 (国勢調査の調査員等を含む）が171人でした。

　平成 22 年度における職員の研修については、新規採用職員
研修が 26 回実施され 115 人が参加し、階層別職員研修が 48
回実施され 655 人が参加し、能力開発・向上研修が 154 回実
施され 1,621 人が参加し、その他派遣研修が 228 回実施され
376人が参加しました。

　平成 22 年度における職員の健康診断については、10 種類
の検診が実施され、延べ2,570人が受診しました。
※事業内容により、１年間に２回実施した検診については延べ
人数です。

　平成 22 年度における勤務条件に関する措置要求および不利
益処分に関する不服申立ての状況については、該当はありませ
んでした。

　期間は、療養のため勤務しないことがやむを得ないと認めら
れる必要最小限の期間で、有給の休暇です。

　配偶者等を介護する職員に認められる無給の休暇です。平成
22年度に介護休暇を取得した職員は女性２人でした。

　平成 22 年度に新たに育児休業を取得した職員は、女性 16
人、男性０人でした。平成 22 年度に新たに部分休業を取得し
た職員は、女性２人でした。

　平成 22 年度において分限処分を行われた職員は、心身の故
障による休職が３人でした。

　平成 22 年度において懲戒処分を行われた職員はいませんで
した。
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を
追
加
開
催
！

泉大津市第２次
環境基本計画（案）

に対するご意見募集

　
市
で
は
、
泉
大
津
市
環
境
基
本
条

例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
り
、
自
然

と
共
生
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
本
市
の
環
境
対
策
の
理
念
と
具

体
的
な
施
策
を
示
し
た
「
泉
大
津
市

第
２
次
環
境
基
本
計
画
」（
案
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、
本
計
画
を
よ
り
実
効

性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

の
概
要
と
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
定
期
間
公
表
し

ま
す
。

　
意
見
の
募
集
は
、
具
体
的
な
意
見

な
ど
を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
賛
否
の
み
を
示
し
た

も
の
や
、
趣
旨
が
不
明
瞭
な
も
の
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方
を
示

さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
泉
大
津
市
第
２
次
環
境
基
本
計
画
」

（
案
）
閲
覧
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
、４
階
）・

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

募
集
期
間
　
12
月
９
日
㈮
〜
平
成
24

年
１
月
10
日
㈫

提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
お
よ
び
ご

意
見
を
記
入
の
う
え
、
次
の
提
出
方

法
に
よ
り
提
出

▽
持
参
　
１
月
10
日
㈫
午
後
５
時
15

分
ま
で

▽
郵
送
　
１
月
10
日
㈫
消
印
有
効

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
　
１
月

10
日
㈫
中

　
な
お
、
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
先
　
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６
　

泉
大
津
市
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
薨
22
・
６
０
４
０
　
Ｅ
メ
ー
ル

project-green@
city.izum

io
tsu.osaka.jp

）

問
合
　
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
市
役
所
２
階
）

12
／
12
㈪
、
13
㈫

ホ
テ
ル
レ
イ
ク

ア
ル
ス
タ
ー

ア
ル
ザ
泉
大
津
に
て

■ 特定健康診査・健康診査の概要

　泉大津駅前のホテルレイクアルスターでの集団健診を、12 月に開催いたします。上表の「対象者」
に該当する人で、まだ、今年度の健康診査（人間ドック・プチドック含む）を受診していない人は、
ぜひお越しください。
実施日　12月12日㈪、13日㈫　　受付時間　午前９時～午前11時30分
※午前９時～ 10 時ごろに受け付けが集中します。この時間帯は、待ち時間が長くなる可能性があり
ますのでご了承ください。
実施場所　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津４階（南海泉大津駅前）
定員　一日につき先着200人（40歳以上の特定健康診査のみ予約制）
受診した人にプレゼントもあります！
▷全員に…ホテルレイクアルスターより、ティーサロン割引券、スポーツクラブルネサンスより特別
利用割引券
▷抽選で各日１人に…ホテルレイクアルスターより、和食レストラン小津ペアお食事券（4,000 円相
当）
　ほか、受診会場ではトクホ（特定保健用食品）のサンプル配布を予定しています。

泉大津市国民健康保険に加入し、40～ 74 歳
（75 歳誕生日の前日から昭和 47 年３月 31 日
生まれ）の人で、まだ、今年度の特定健康診査（人
間ドック含む）を受診していない人
①特定健康診査受診券・質問票（受診券をなく
した人は再発行しますので、申込用紙で再発行
の依頼をしていただくか、下記問い合わせ先ま
でお電話ください）
②泉大津市国民健康保険被保険者証（保険証）
③健診料1,000円
診察、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、
心電図
下記問い合わせ先までファクスかお電話くださ
い。後日、受付確認はがきを送付します。
保険年金課　保健事業係（☎33・9531　薨
21・0412）

16～ 39歳（昭和47年４月１日～
平成８年 3 月 31 日生まれ）で、ま
だ今年度の健康診査を受診していな
い人

保健センター（☎33・8181）

申し込みの必要はありませんので、
直接、ホテルまでお越しください。

問診、身体計測、血圧測定、血液検査、
尿検査

①健診料1,000円　②医療保険証

対象者

特定健康診査（申し込み必要） 健康診査（申し込み不要）

持物

問合

健診項目

申込方法

をををを
者」
は、

ホ
テ
ル
集
団
健
診
を
追
加
開
催
！

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

市
国
保
加
入
の
40
〜
74
歳
の
皆
さ
ん
　
16
〜
39
歳
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ

年に一度は健康チェック！

を
追
加
開
催
！

に対するご意見募集

泉大津市第２次
環境基本計画（案）

◎ 循環型社会の実現をめざして

15 広報いずみおおつ　平成23年12月号
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10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２

月
定
期
振
込
み
（
10
〜
１
月
分
の
４

か
月
分
）
に
支
給
す
る
に
は
、
12
月

16
日
㈮
ま
で
に
申
請
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ

た
場
合
の
10
月
分
か
ら
１
月
分
の
手

当
は
、
３
月
ま
た
は
４
月
の
振
り
込

み
予
定
で
す
。

※

10
月
以
降
に
出
産
や
転
出
・
転
入

し
た
人
は
、
出
生
日
や
転
出
予
定
日

か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き
を
し
な
い

と
手
当
が
も
ら
え
な
い
月
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件

　
15
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど

も
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
す
（
原
則
、
子
ど
も
と
同
居
し

て
い
る
父
か
母
・
養
育
者
が
対
象
）。

ま
た
、
子
ど
も
に
は
国
内
に
居
住
し

て
い
る
要
件
が
設
け
ら
れ
、
児
童
養

護
施
設
な
ど
に
子
ど
も
が
入
所
し
て

い
る
場
合
の
支
給
対
象
者
は
施
設
の

設
置
者
に
な
り
ま
す
。

　
離
婚
協
議
中
別
居
の
場
合
は
、
子

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
の
申
請
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
と

別
居
し
て
い
る
場
合
は
児
童
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
　
な
し

申
請

　
受
給
対
象
か
ど
う
か
審
査
す
る
た

め
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
と

同
居
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
、
10
月

に
子
ど
も
手
当
の
申
請
書
を
送
り
ま

し
た
。
９
月
分
ま
で
子
ど
も
手
当
を

受
け
て
い
た
人
も
新
た
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
届
い
た
申
請
書
に
記
入
・
押
印
し
、

請
求
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し
、
請

求
者
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
の
写
し
）
を
お
持
ち
の
う

え
、
児
童
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
受
付
可
）。
申
請
状
況

に
よ
り
、
そ
の
他
に
必
要
な
も
の
が

生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
求
者
と
は
、
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
父
母
の
場
合
、
子
ど
も
を
税

の
控
除
対
象
と
し
て
い
た
り
、
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
い
る
、
所

得
の
多
い
人
と
な
り
ま
す
。
公
務
員

の
人
は
、
勤
務
先
で
の
申
請
と
な
り

ま
す
。

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
） が

必
要
で
す

を
受
給
す
る
に
は

を
受

子
ど
も
手
当象

者
は
施
設
の

の
控
除
対
象
と
し

が
必

受
給
す
る
に
は

を
受申

請

手
続
き
を
し
な
い
と
手
当
が
も
ら
え
な
い
月
が
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
！

　大阪労働局では、労働問題に関するあらゆる分野（解雇、
労働条件、配置転換、いじめ・嫌がらせなど）の相談を、
アシストうめだ・労働なんでも相談室をはじめ、労働局お
よび府内各労働基準監督署に設置した「総合労働相談コー
ナー」でお受けしています。
　相談内容に応じて、関係法令や裁判例などの情報を提供、
関係機関のご案内、労働局長による助言・指導、紛争調整
委員会によるあっせんの説明、受け付けなどを行っており、
労働者、事業主の双方がご利用いただけます。
■ アシストうめだ・労働なんでも相談室（フリーダイヤル
＝☎0120・939・009）
※携帯電話、PHS や IP 電話などは利用できません。一部地
域を除く府内の固定電話からに限ります。
場所　大阪市北区梅田１ー１ー３　大阪駅前第３ビル 29

階
開設時間　平日の午前９時～午後６時
■ 泉大津総合労働相談コーナー（☎32・3888）
場所　池浦町１ー５ー４　泉大津労働基準監督署内
開設時間　平日の午前９時～午後５時

労働なんでも相談についての
問合　大阪労働局総務部企画
室（☎06・6949・6050）

■ 子ども手当支給月額など
対象となる子ども
0～3歳未満（一律）
3歳～小学校修了前
（第１子・第２子）
3歳～小学校修了前
（第３子以降）
中学生（一律）

支給月額
1万5,000円

1万円
な し 必 要

1万円

1万5,000円

所得制限 新規申請

解雇・労働条件・嫌がらせ…

職場の労働問題で悩んでいませんか？
ご利用ください！　「労働なんでも相談ダイヤル」
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市
内
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

し
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
構
築
物
、

機
械
・
装
置
、
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
の
事
業
用
資
産
（
償
却
資
産
）

を
所
有
し
て
い
る
事
業
者
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
に
つ
い

て
、
市
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
来
年
の
申
告
期
限
は
、
平
成
24

年
１
月
31
日
㈫
で
す
。

　
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産
は
、
土

地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
の
有

形
減
価
償
却
資
産
で
す
が
、
具
体
的

に
は
左
表
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
い
わ
ゆ
る
少
額
償
却
資
産
や

一
括
償
却
資
産
、
自
動
車
税
や
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
車
両
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
申
告
用
紙
は
、
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
事
業
者
に
12
月
末
に
お
送
り

し
ま
す
が
、
新
規
に
事
業
所
を
開
設

し
た
り
、
新
た
に
資
産
を
取
得
し
た

り
し
て
申
告
の
必
要
が
生
じ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
お
手
元
に
申
告
用
紙

が
届
か
な
い
と
き
に
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
の
課
税
に
必

要
な
所
得
税
ま
た
は
法
人
税
に
関
す

る
書
類
の
閲
覧
な
ど
が
法
定
化
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
で
も
順
次
確

認
・
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
書
作
成
の
際
は
十
分
ご
留
意
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
９
番
窓
口
）

1/31までにお願いします！

事業者の皆さんへ
法律により、所有している事業用資産の状況を
その所在する市町村に申告する必要があります。

【 冷蔵倉庫用家屋 】をお持ちの人はご連絡ください
　平成 24 年度から非木造の冷蔵倉庫（保管温度が 10℃以下に
保たれる倉庫）の固定資産税について、評価額の計算方法が変
更されます。これまで非木造の「冷蔵倉庫」については「一般
の倉庫」と同じ取り扱いとなっていましたが、平成 24 年度か
らは「冷蔵倉庫」は「一般の倉庫」に比べて家屋の評価額が早
く減少する計算が適用されます。この「冷蔵倉庫」に該当する
かどうかは、実地調査が必要となりますので、市内に所有する
倉庫が次の要件にすべて該当する場合は、お手数ですが税務課
固定資産税係までご連絡ください。
【冷蔵倉庫の要件】
①倉庫は非木造（木造以外）であること
②保管温度が常に10℃以下に保たれる倉庫であること。
③倉庫そのものに冷蔵機能を備えていること。
※建物自体が冷蔵倉庫となっているもの（建物床面積の 50％以
上の部分）が対象です。常温倉庫内にプレハブ式冷蔵庫や業務
用冷蔵庫などを設置している場合は該当しません。

お知らせください！ 土地・建物の変更
　住宅用の敷地として使用している土地には、固定資産
税・都市計画税を軽減する特例措置が適用されます。
　これまで敷地の中に事務所や店舗などがあったり、貸
し駐車場として使用していた土地を、平成 24 年１月１
日までに建物の用途の変更などにより、住宅用の敷地と
して使用する場合には、平成 24 年度から税額が低くな
ることがありますので、12月 28日㈬までに税務課固定
資産税係までお知らせください。
　また、建物の取り壊しなどによっても、土地の税額が
変わる場合がありますのでご連絡ください。

各業種共通

小売店

飲食店

理容・美容業

クリーニング業

製パン・製菓業

医院・歯科医院

駐車場事業

工場

バー・喫茶・軽食

駐車場設備、受変電設備、舗装路面、庭園、門、塀、外溝、外灯、
ネオンサイン、広告塔、中央監視制御装置、看板、簡易間仕切、
応接セット、ロッカー、キャビネット、エアコン、パソコン、
コピー機、レジスター、金庫など
商品陳列ケース、陳列棚、陳列台、自動販売機、冷蔵庫、
冷凍庫、看板、日よけ、レジスターなど
接客用家具・備品、自動販売機、厨房設備、カラオケセット、
テレビ、放送設備、冷蔵庫、冷凍庫、看板、日よけ、レジスター、
エアコン、室内装飾品など
パーマ器、消毒殺菌器、サインポール、理・美容椅子、洗
面設備、タオル蒸器、テレビなど
洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ビニール包装設備、看板、
給排水設備など
窯、オーブン、スライサー、あん練機、ミキサー、厨房設備、
ビニール包装機など
各種医療機器（ベッド、手術台、X線装置、分娩台、心電計、
電気血圧計、保育器、脳波測定器、CT 装置、MRI 装置、
各種検査機器）、各種事務機器、看板、待合室用いすなど
舗装路面、柵、照明等の電気設備、駐車装置（機械設備、ター
ンテーブル）、駐車場料金精算機など
受変電設備、旋盤、ボール盤、プレス機、看板、金型、洗
浄給水設備、構内舗装、溶接機、貯水設備、福利厚生設備
など
ステレオ、ガスレンジ、自動食器洗浄器、製氷器、エレクトー
ン等の楽器、ミラーボール、放送設備など
パチンコ台、パチスロ台、ゲームマシーン、両替機、玉貸機、
カード発行機、島台、店内放送設備、防犯監視設備、事務機器、
内外装など
各種印刷機、活字盤鋳造機、裁断機など
ブロックゲージ、ポンプ、ポータブル発電機、ブルドーザー、
パワーショベル、コンクリートカッター、ミキサーなど
プレス、スチームクリーナー、オートリフト、テスター、
オイルチェンジャー、充電器、洗車機、コンプレッサー、
卓上ボール盤、ジャッキ、溶接機、地下槽、ガソリン計量器、
地下タンク、照明設備、自動販売機、独立キャノピーなど
帯鋸、糸鋸、丸鋸機、木工スライス盤、カンナ機、研磨盤
など
旋盤、ボール盤、スライス盤、研削盤、鋸盤、プレス機、剪断機、
溶接機、グラインダーなど
ルームインジケータ設備、調光設備、放送設備、洗濯設備、
厨房設備、カラオケセット、カーテン、テレビ、ベッド、
応接セット、冷蔵庫、看板、ボイラーなど
冷凍・冷蔵設備、冷凍・冷蔵ケース、肉切機、ミンチ機など
テニスコート、フェンス、オートテニス設備、ガット張機、
人工芝、照明設備など
フェンス、ネット設備、照明設備、芝刈機、ボール洗浄機、ボー
ル自動貸出機、集玉設備など
カラオケセット、接客用家具、照明設備など

■業種別の課税対象償却資産の例示

パチンコ店・
ゲームセンター

印刷業
建設業

自動車整備業・
ガソリン販売業

木工業

鉄工業

ホテル・旅館

食肉販売業
テニスクラブ

ゴルフ練習場

カラオケボックス
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蜷子ども手当／労働なんでも相談ダイヤル／償却資産の申告



男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
を
考
え
る

年
も
新
し
い
携

帯
通
信
端
末
が

話
題
と
な
り
ま

し
た
。
高
度
情
報
化
社
会

（
Ｉ
Ｔ
社
会
）
は
、
さ
ら
に
急

速
に
発
展
し
、
わ
が
国
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
は
、

平
成
23
年
１
月
時
点
で
、
推

計
９
４
６
２
万
人
（
総
務
省

｢

通
信
利
用
動
向
調
査｣

結
果

に
よ
る
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

海
外
で
も
、
社
会
の
大
き
な

動
き
の
背
景
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
衛
星
放
送
な
ど

の
普
及
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、
利
用
者
が
手
軽
に
情
報

を
手
に
入
れ
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
だ
れ
で
も
容
易
に
情

報
を
発
信
で
き
る
利
便
性
の

高
い
も
の
で
す
。
そ
の
反
面
、

個
人
や
集
団
・
社
会
に
と
っ

て
有
害
な
情
報
を
流
し
、
他

人
を
ひ
ぼ
う
中
傷
・
差
別
す

る
な
ど
、
人
権
に
か
か
わ
る

問
題
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。
匿
名
で
、
ど
の
よ
う
な

情
報
で
も
簡
単
に
発
信
で
き
、

し
か
も
、
い
っ
た
ん
出
て
し

ま
っ
た
情
報
は
、
驚
く
べ
き

ス
ピ
ー
ド
と
広
い
エ
リ
ア
に

伝
わ
る
と
と
も
に
、
完
全
に

削
除
す
る
こ
と
が
難
し
い
危

険
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
被

害
者
の
精
神
的
苦
痛
は
、
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
す
ら

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
権

を
侵
害
す
る
悪
質
な
情
報
掲

載
に
関
し
て
は
、
憲
法
の
保

障
す
る
表
現
の
自
由
に
配
慮

し
な
が
ら
も
、
法
的
な
対
応

や
業
界
の
自
主
規
制
に
よ
る

対
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
る
と
同
時
に
、
新
た
に

悪
用
さ
れ
る
問
題
を
心
配
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
態
で

す
。今

後
も
、
新
た
な
携
帯
通

信
端
末
が
次
々
と
開
発
・
実

用
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
今
以
上
に
手
軽
で
便
利

な
メ
デ
ィ
ア
に
な
り
、
現
代

社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ

け
に
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い

人
権
意
識
と
モ
ラ
ル
を
持
ち
、

発
信
内
容
に
自
己
責
任
を
持

っ
た
う
え
で
利
用
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
が
社
会
参
画
す
る

た
め
の
良
き
ツ
ー
ル
と
し
た

い
も
の
で
す
。

※
参
考
資
料
　
人
権
情
報
ガ

イ
ド
『
ゆ
ま
に
て
な
に
わ

vol.25

』（
大
阪
府
）http:

//w
w
w
.pref.osaka.jp/jin

ken/

、『
み
ん
な
で
考
え
ま

し
ょ
う
』(

泉
大
津
市
・
泉
大

津
市
教
育
委
員
会
２
０
１
０

年)

今

生まれ変われるとしたら？
生まれ変われるとしたら女性？、男性？
統計から判断すると、政治・経済への参画率、大学進

学率、賃金格差、正規雇用比率などはすべて男性優位を
示し、一見男性のほうが生きやすいように見えます。
しかし過労死や自殺者、ホームレスなどは圧倒的に男

性が多く、平均寿命については女性が高く、周りからの
期待度については男性が高く、他人に弱みを見せられな
い、だれにも相談できずにひとりで抱え込んでしまうな
どを考え合わせるとどうでしょうか。
男女共同参画社会とは、「男女が社会の対等な構成員

としてみずからの意志によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され、男女が平等に政治
的、経済的、社会的および文化的利益を享受することが

でき、かつ共に責任を負うべき社会」をいいます。その
実現の大きな障がいの一つに、「男は男らしく」、「女は
女らしく」といった根強い固定的性別役割分担意識があ
り、この意識は、時代とともに変わりつつありますが、
依然として根強く残っています。平成21年世論調査で
は、男性の45 .9%、女性の37 .3％がこの意識に賛成
と答え、男性により強く残っていることがわかります。
男女共同参画社会の実現には、違いを認めお互いを尊

重すること。性差によって生き方の選択に差を生じさせ
ないこと。妊娠、出産などにより不利益を生じさせない
こと。「男らしく」、「女らしく」を強要されないことな
どが挙げられます。キーポイントは「男性の中にある固
定的性別役割分担意識の解放」にあるのかもしれません。
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司書のおすすめブックス。 

     1 2 3  
 4 5 6 7 8 9 10  
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28 29 30 31

図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

12
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
ス
ミ
ス
の
本
棚
　
私
の

人
生
を
変
え
た
こ
の
一
冊

テ
レ
ビ
東
京
報
道
局
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
　
編
著

◆
わ
が
は
い
はの

っ
ぺ
ら
ぼ
う

富
安
陽
子

作

◆
あ
い
う
え
お
の
き
も
ち

ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ

作

第一線で活躍する経営者、文化人、
俳優、作家はどんな本を読んでいる
のか？　著名人ら42人に座右の書
を尋ねる。
テレビ番組「ワールドビジネスサ
テライト」内のコーナーをもとに書
籍化。

「あいうえお」の「あ」という音
からは、どんな思いがきこえてく
る？
「く」の字の形はどんなふうにみ
える？
「あいうえお」のきもちを想像し
て、言葉となかよくなろう！

わがはいはのっぺらぼう。朝起き
たらまず、特製ヘチマ水で顔を洗う。
顔のお手入れが終わったら、次は
メイク。さーて、今日はとびきりの
べっぴんさんに化けるとするか。
お気軽ゆかいなおばけ、のっぺら
ぼうの1日を描いた絵本。

◆
か
わ
い
そ
う
だ
ね
？

綿
矢
り
さ

著

◆
一
分
ノ
一
　
上
・
下

井
上
ひ
さ
し

著

◆
水
の
柩

道
尾
秀
介
　
著

◆
女
神
の
タ
ク
ト

塩
田
武
士
　
著

◆
真
田
三
代
　
上
・
下

火
坂
雅
志
　
著

◆
星
や
ど
り
の
声

朝
井
リ
ョ
ウ

著

◆
東
京
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

小
路
幸
也
　
著

◆
銀
婚
式
物
語

新
井
素
子
　
著

◆
緋
色
の
楽
譜
　
上
・
下

R
・
イ
ー
ザ
ウ

著

◆
虚
空
の
冠
　
上
・
下

楡
周
平

著

◆
ゆ
き
だ
る
ま
の
ス
ノ
ー

ぼ
う
や

G
・
V
・
ヘ
ネ
ヒ
テ
ン作

◆
ぼ
く
ら
は
、
ふ
し
ぎ
の

山
探
検
隊

三
輪
裕
子
　
作

◆
父
さ
ん
の
手
紙
は
ぜ
ん

ぶ
お
ぼ
え
た

タ
ミ
・
シ
ェ
ム
＝
ト
ヴ作

◆
王
国
の
な
い
王
女
の
お

は
な
し

A
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

作

◆
漫
画
少
年

B
・
バ
イ
ア
ー
ズ

作

◆
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
お

つ
き
さ
ま

A
・
ダ
ー
ハ
ン

作

◆
ド
レ
ミ
フ
ァ
荘
の
ジ
ジ

ル
さ
ん

た
か
ど
の
ほ
う
こ

作

◆
ゆ
き
が
ふ
る
よ
、
ム
ー

ミ
ン
ト
ロ
ー
ル

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

作

◆
ひ
る
ね
の
ね

あ
べ
弘
士
　
作

◆
で
ん
わ

K
・
チ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー作

◆
歳
月

藤
沢
　
周
平

著

◆
飛
鳥
山
／
桐
畑
に
雨
の

ふ
る
日

藤
沢
周
平
　
著

日
時

１
月
７
日
貍

午

後
２
時
〜
２
時
49
分

「
な
か
よ
し
お
ば
け
　
お

ば
け
の
キ
ャ
ン
プ
旅
行
」

日
時

12
月
17
日
貍

午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

１
月
５
日
㈭

午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

12
月
６
日
㈫
か
ら
28
日

㈬
ま
で
は
、
１
人
に
つ
き

10
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

た
だ
し
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
の
貸
し
出
し
は
通
常
ど

お
り
２
タ
イ
ト
ル
ま
で
で

す
。

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

03
録
音
図
書 

CD

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

07
10
冊
貸
出
の
お
知
ら
せ
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の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

11月5日、泉大津旧港で総合防災訓練を実施しました。海
上で行う防災訓練は初めての試みで、湾内での海上訓練には、
堺海上保安署、大阪水上警察署などの船舶が参加、陸上訓練に
は泉大津警察署、陸上自衛隊、市消防本部、市消防団などの防
災関係機関、自治会、自主防災組織、ボランティア団体などの
地域団体や企業を含む30団体約1,000人が参加し、住民の
防災意識の高揚や地域の防災力の向上を図りました。

海 総合防災訓練を実施

上で行う防災訓練は初めて

自治会連合会主催「ふれあいパークゴルフ大会」が11月6
日に開催されました。
大会には約250人が参加し、参加者たちは18ホール全長約
1,000ｍのコースを回り、それぞれ親交を深めていました。
11月15日には、市役所にて表彰式も行われ、成績優秀者な
どが表彰されました。

ナ ふれあいパークゴルフ大会開催

イスショットが続出！

湾内火災一斉放水訓練

ビル倒壊事故救出訓練

避難所炊き出し訓練

大会の様子

表彰式の様子
21 広報いずみおおつ　平成23年12月号

Izumiotsu  Town  Topics

11月5日・6日、泉大津駅東側ロータリー付
近で「毛布謝恩セール」が開催されました。5日
は雨が降りましたが、毎年恒例のセールは買い
物客たちでにぎわいました。また、6日にはテク
スピア大阪で「ニット謝恩セール」も開催され、
会場は掘り出しものを探す買い物客であふれて
いました。

掘 毛布・ニット謝恩セールを開催

り出しものを探しだせ！

10月22日、板原町の畑で約40組の親子ら
が参加し、食育イベント「わくわく農業体験
収穫祭」を開催しました。
当日は天気が心配されましたが、無事開催す
ることができ、６月の梅雨のあいまに植え付け

たさつまいもなどを収穫しました。午後からは、
保健センターで、栄養士や調理師が直径1ｍ
20cmのパエリア鍋を使って調理した枝豆入
りパエリア（150～200人分）やさつまいも
スープを試食しました。

さ わくわく農業体験収穫祭開催

つまいも掘れたぞ

10月22日、市立病院で「おづ病院ふれあ
いまつり」が開催されました。
心配された天候もなんとか持ち直し、屋外で
は上條幼稚園の園児たちのお遊戯もできまし

た。駐輪場付近では輪投げやスーパーボールす
くいなどの模擬店、2階では健康相談やバザー
などが出店され、たくさんの人でにぎわいまし
た。

安 おづ病院ふれあいまつり開催

心感を与える病院を目指し

ニット謝恩セール

毛布謝恩セール
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10月27日、市役所３階大会議室で平成23年度防火図画コ
ンクール入賞者の表彰式が行われました。市内各小・中学校の
児童・生徒に広く募集し1,783点の応募があり、市長賞・消
防長賞・教育長賞・協会長賞の15点が表彰されました。
なお、入賞者は次のとおりで、入賞作品は消防本部ホームペ
ージで閲覧できます。
入賞者（敬称略） ▷市長賞…今林麻彩美（東陽中２年）、豊
浦風羽（楠小１年） ▷消防長賞…堀内美紗子（東陽中２年）、
荒木来晴(穴師小２年)、清家真希(条東小２年)　▷教育長賞…
綾井奈美(小津中２年)  、宮本美妃子(小津中2年) 、奥田りお
（条南小１年）、鳴瀬絢子(条南小１年)  、山村真央(穴師小１
年)　▷協会長賞…池佑芽(小津中２年) 、 小林彩花（小津中2
年）、村橋栞（東陽中２年)  、吉松百々香(条南小1年)、武並杏
果(楠小１年 )

力 平成23年度防火図画コンクールの入賞者表彰式

作ばかりが勢ぞろい！

１０月１日、和泉市コミュニティセンターで開催された「第
４回三市一町中学生のメッセージ」で、小津中学校の久岡悟朗
さんが最優秀賞を受賞しました。
この大会は、青少年がしっかりと自分の考えをまとめ表現す
る力を養うことと、交流を深め学び合うことを目的として開催
されているものです。当日は、三市一町地区の各中学校から
18人の生徒たちが、さまざまな演題で自分の夢や感動を訴え
ました。久岡さんは、自分自身の生徒会活動を通して学んだこ
とを「ひとの心～生徒会活動を通じて」という演題で演説し、
その内容もさることながら、身振り手振りを交え、一人ひとり
に訴えかけるような優れた表現力で聴いていた人々を魅了し、
審査員の満場一致で見事、最優秀賞を勝ち取りました。

優 「三市一町中学生のメッセージ」で最優秀賞！

れた表現力で聴衆を魅了

お 手織り体験講座を開催しました

もいおもいの織物を作成
織編館では、ボランティア講師による手織り体験講

座「マフラーを織る」を開催しました。参加者の皆さ
んはボランティア講師の指導のもと、手織機を使って
おもいおもいの織物を作成しました。

市内の歴史遺産や文化財などを顕彰する「泉大津ふ
るさと文化遺産認定制度」に基づき、市文化財保護委
員会は10月17日付けで「森村境石造物群」(曽根町１
丁目)を認定しました。「せきの地蔵」「足神」などの石
造物15基で構成される森村境石造物群は旧森村の境に
位置し、村境を守る神としての性格を持つ貴重な文化
遺産です。

貴 「せきの地蔵さん」が「泉大津ふるさと文化遺産」に

重な文化遺産です

み 上條幼稚園の園児たちが親子でさつまいも掘り

んないっしょに掘りました
11月2日、上條幼稚園の園児たちが親子でさつまい

も掘りを体験しました。
これは、ＪＡいずみのの営農教育事業の一環として

行われたもので、畑に集合した園児たちは先生の開始
の合図とともに、親子でいっせいに掘りはじめ、たく
さんのさつまいもを収穫しました。

Izumiotsu  Town  Topics
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教育委員会と織編館では、昨年度の調査研究
成果の報告として、研究紀要『おほつ研究』
vol.８を刊行しました。
内容は「緑照寺のソテツ群植について」「議員
と人力車ー明治交通史瞥見ー」「史料紹介　泉大
津市立穴師小学校　学校沿革誌」の各項目です。
生涯学習課と織編館で１冊５００円で販売して
います。問合 生涯学習課（市役所３階）

調 『おほつ研究』vol.８刊行

査研究結果をまとめる

池上曽根史跡公園協会は、平成21年度に開催
したフォーラム「匠の世界～伝統の技・現代の
技～」の講演録を刊行しました。
内容は「仏像修復と伝世」「私のハンマー人生
ー新幹線とともにー」「お菓子の色と形」「町工
場で刻む世界のリズム」の各項目です。池上曽
根弥生学習館で１冊500円で販売しています。
問合 池上曽根弥生学習館（☎20・1841）

講 『2009匠の世界～伝統の技・現代の技～』刊行

演録を発刊

10月23日に第３回ナンバーワンフェスタが関西国際空港
の南イベント広場で開催され、シェア日本一または発祥地の特
産品を持つ全国の22自治体が集まりました。
会場では、静岡県磐田市の海老芋を使ったコロッケや宮崎県
日向市のみやざき地頭鶏のやきとりなどが販売され、入場者は
さまざまな秋の味覚を楽しんでいました。また、ゆるキャラた
ちも集合し、子どもたちに大人気で、いっしょに写真に写るな
ど自慢の商品ＰＲに一役かっていました。

ナンバーワンフェスタ開催

の味覚を楽しみました秋

青少年対策協議会は、10月8・9日のだんじり祭りの実施
に伴い、非行のない明るい祭りとなるよう、市内の大津地区、
穴師地区、上條・条東地区、条南地区の４地区において、夜遅
くまで青少年非行防止パトロールを実施しました。

非 だんじり祭りに伴う、青少年非行防止パトロールを実施

行のない明るい祭りを目指して

10月12日～16日、古池公園で、第２回「絵のあるまちづ
くり」プロジェクトが行われ、のべ100人の親子が参加しま
した。このプロジェクトは景観市民会議「景観人の集い」とあ
すとホールが地域の皆さんといっしょに景観づくりと落書き防
止を目的として、バックネット裏を大きなキャンバスに見立て
て、公園で見かける風景・花・鳥・虫にちなんだ壁画を描きま
した。お近くにお立ち寄りの際はぜひご覧ください！
なお、この壁画に使用したペイントは、日本ペイント㈱近畿
支店大阪営業所から寄付していただきました。

バ 古池公園に壁画誕生！

ックネット裏が大きなキャンバスに
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。
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ま
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Ａ社からアフガニスタン通貨に関するパンフレットが届いた。数日後、
Ａ社以外の数社から「アフガニスタン通貨を買えば、高く買い取る」
などとしつこく電話があり困っている。

外国通貨を高値で買い取るって本当？

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前のお子さん
の写真を募集しています。お子さんの写真と
住所・名前 (ふりがな )・生年月日・電話番号・
保護者のひとことを添え、郵送（〒595̶8
686）またはＥメール（kouhou@city.izum
iotsu.osaka.jp）で秘書広報課まで。

元気でーす！ 

おおつっこ
谷
本
翔
太
ち
ゃ
ん

た
に
も
と
し
ょ
う
た

2才になって最近ますますや
んちゃになってきた翔太。
これからも元気で優しいお兄

ちゃんに育ってね。
（なぎさ町）

平
成
21
年
６
月
19
日
生

桐
野
時
弥
ち
ゃ
ん

き
り
の
と
き
や

これからも兄弟仲良く元気に育
ってね。

（北豊中町）

平
成
16
年
９
月
３
日
生

桐
野
智
弥
ち
ゃ
ん

き
り
の
ち
ひ
ろ

平
成
19
年
４
月
６
日
生 桐野 真弥ちゃん

きりの しんや

平成20年4月23日生
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Mayor's
Work

10・11月の主な動き

市長の
う ご き

●10月28日㈮
市民の皆さんと直接意見交換する
ことにより、住みよい街づくりを
進めるため「タウンミーティング」
を開催しました。今年度は市内4
か所で「市の財政状況」をテーマ
に行いました。東豊中自治会館で
開催したこの日も参加した皆さん
と意見交換を行いました。

●11月1日㈫
新火葬場（ゆうしお）のエントラ
ンスホールおよび待合ホールに
「泉大津の歴史を感じていただき、
故人を偲んでいただけたら」とい
う思いで、３人の皆さんから市内
の風景画５点を寄贈していただき
ました。これを受け、感謝状の贈
呈を行いました。

●3日㈯
泉大津ふれあい大会（市民会館小
ホール）
●6日㈫～16日㈮
市議会第４回定例会（市役所５階）
●10日㈯
人権問題を考える市民の集い（市
民会館小ホール）
●17日㈯
歌セラピーコンサート（テクスピ
ア大阪）
●22日㈭
泉北環境第４回定例会（泉北環境）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／12月11日㈰　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加
費／300g300円～　申込／12月6日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／12月24日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生
以上）　参加費／30gまでは1人500円、それ以上は1人一律600円　申込／12月6日㈫
午前10時から電話予約
◆親子凧づくり教室
親子で伝統的な「六角凧」作りに挑戦して、史跡公園で凧あげをしよう！　日時／12月
23日㈷　午後1時30分～　対象／小学生以上（低学年は保護者同伴。4年生以上は一人で
参加可）　定員／先着30人　参加費／1人500円　持物／凧のデザイン画・サインペン・
防寒具など 申込／12月6日㈫午前10時から電話予約
◆泉州に息づく技　～ガラスの魅力～
日時／12月10日㈯　午後2時～4時　定員／先着50人　参加費／聴講は無料（とんぼ玉
制作を体験する人のみ1人500円）　講師／佐野邦巳子氏（アトリエ邦）　申込／電話予
約受付中
◆年末年始の休館日
12月26日㈪～1月4日㈬
なお、詳細は弥生学習館へ。

◆ふるさとの古文書解読講座
日時／12月9日㈮　午後1時30分～３時（午後１時から受け付け）　場所／テクスピア大
阪３階研修室　受講料／100円　講師／山口恭子（泉大津市史料室）　申込／新規申込者
は電話にて織編館か生涯学習課へ
◆織編館歴史民俗文化事業　収蔵品展「近代の絵葉書」
織編館が所蔵する絵葉書約40枚と、関連資料を展示します。日時／12月3日㈯～1月29
日㈰（水曜日休館）　場所／織編館企画情報展示室　入場料／無料
◆企画展開催記念企画　体験学習「絵手紙をつくろう」
手紙に干支・花・風景などを描きます。 日時／12月11日㈰　▷午前の部…午前10時～
11時（受付午前9時30分～）　▷午後の部…午後2時～3時（受付午後1時30分～） 場
所／テクスピア大阪3階西研修室　定員／午前、午後とも先着20人　受講料／無料　持
物／持っている人のみ、絵具・水入れ・筆・鉛筆（2Bまたは3B）など（はがきはこちら
で用意します） 講師／四本祐司（市展審査委員） 申込／電話にて織編館へ
織編館ギャラリーの催し
◆「第2回好勝展」
期間／12月3日㈯～4日㈰　内容／墨彩画　約15点
◆年末年始の休館日
12月28日㈬～1月3日㈫
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

12 月の主な予定
※(　) 内は場所
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がん検診推進事業の子宮がん検診も
しくは乳がん検診無料クーポン券は5
月下旬に、大腸がん検診無料クーポン
券は9月末にそれぞれ対象の人に送付
しました。有効期限が平成24年3月
31日となっており、2～3月にかけて
医療機関が混み合う可能性があるた
め、クーポン券を持っている人や平成
23年4月から今までに受診していない
人は、早めに受診してください。
また、クーポン券を紛失した人は再

発行の手続きができますので、保健セ
ンターまでお問い合わせください。
子宮がん検診無料クーポン対象　▷平
成2年4月2日～平成3年4月1日生ま
れ ▷昭和60年4月2日～昭和61年
4月1日生まれ ▷昭和55年4月2日

～昭和56年4月1日生まれ ▷昭和
50年4月2日～昭和51年4月1日生
まれ ▷昭和45年4月2日～昭和46
年4月1日生まれ
乳がん検診、大腸がん検診無料クーポ
ン対象（乳がんは女性のみ、大腸がん
は男女） ▷昭和45年4月2日～昭和
46年4月1日生まれ　▷昭和40年4
月2日～昭和41年4月1日生まれ　▷
昭和35年4月2日～昭和36年4月1
日生まれ　▷昭和30年4月2日～昭和
31年4月1日生まれ　▷昭和25年4
月2日～昭和26年4月1日生まれ

■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）

■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
（引き取りは、年末は12月26日㈪ま
で、年始は1月4日㈬からです）
■住居衛生相談
■ＣＤ・ＤＶＤなどの貸し出し（健康
づくり）

ふぐの素人料理による中毒事故が毎
年のように発生しています。ふぐの肝
臓と卵巣には特に強い毒があり、ふぐ
の種類によっては皮や精巣にも毒があ
ります。ふぐの素人料理は大変危険で
すから、絶対にやめましょう。
問合 和泉保健所衛生課（☎41・
1342）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
開館時間　午前8時45分～午後5時15分

●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ23年8月1日～
Ｈ23年8月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ20年5月生

12月21日㈬

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

12月20日㈫

1月11日㈬
午後0時45分・1時30分
1月11日㈬
午後2時30分～3時

1月はお休みです

1月はお休みです

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ23年5月生

12月13日㈫、20日㈫
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

----------------------- ---------------------------------

----------------------- ---------------------------------

Ｈ22年5月21日～
Ｈ22年6月10日生 12月13日㈫

1月11日㈬
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
12月20日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前9時～午後5時

保健センター

保健センター

Ｈ23年7月生 午後１時15分～１時30分

12月15日㈭
12月1日㈭

Ｈ21年12月生
Ｈ21年6月生

12月19日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後1時～1時30分（午後2時30分ごろ終了予定）　持物　
歯ブラシ・母子手帳・お茶・50円切手　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児
2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

26

がん検診推進事業（女性特有の
がん検診推進事業）

和泉保健所案内
蕁41・1342

ふぐの素人調理は大変危険で
す。絶対にやめましょう。

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
HOSPITAL 健康

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

健
康
・
予
防
の
ハ
ナ
シ

ち
ょ
っ
と

耳
よ
り
な

27 広報いずみおおつ　平成23年12月号

蘚三種混合・二種混合・MR（麻しん、
風疹混合ワクチン）・日本脳炎
市内医療機関で個別接種。詳細は、

広報いずみおおつ４月号の平成23年
度母子保健予定表（保存版）をご覧く
ださい。
蘚BCG接種
実施日 12月5日㈪
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満

日程 2月6日・20日・3月5日・
19日（いずれも月曜日）
対象 出産予定日が5～7月の人
申込 1月6日貊から保健センターへ
なお、子さん連れの参加は、ご遠慮

ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ

んが休日に病気になった場合は、標記
センター（岸和田市荒木町1－1－51
蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5
時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお休日の救急に関しては、
市消防本部へ。

蜴12月23日豢 杉岡歯科医院（条南
町9－21　蕁22・6471）　蜴30
日㈮　赤崎歯科医院（神明町3－22
蕁21・1909）　蜴31日㈯　中田
歯科医院（曽根町3－1－7　蕁22・
0661）　蜴１月１日㈷　磯田歯科医
院（東助松町2－9－3　蕁2 1・
10 4 1）　蜴2日㈷　貫野歯科医院
（東助松町 1－ 2－ 10　蕁 2 1・
06 5 1）　蜴3日㈫　川崎歯科医院
（東助松町 1― 8― 25　蕁 3 2・
5055）　蜴9日㈷　坂下歯科（森町
1―4―32　蕁31・2500）

診療受付は、午前9時30分～11時
30分、午後1時～4時。事前に電話に
てご確認ください。
なお、医院ごとに初診料が必要です。
また、事情で担当歯科医院を変更す

る場合や、診療を中止するときがあり
ますので、電話で確認のうえご来院く
ださい。電話がつながらない場合は市
消防本部へお問合わせください。

おおむね65歳以上の市民を対象に
健康づくりのための転倒予防・認知症
予防などの話や運動を行います。
日程・場所 蜴12月13日貂…宇多長
寿園　蜴20日㈫…旭長寿園
時間 午前10時～11時30分
問合 高齢介護課（市役所1階8番窓
口）

予防接種のお知らせ

超
音
波
検
査
で
足
の
静
脈
に

血
栓
（
血
の
塊
）
が
な
い
か
調

べ
る
検
査
が
あ
り
ま
す
。
深
い

静
脈
に
血
栓
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
深
部
静
脈
血
栓
症
が
疑
わ

れ
ま
す
。
血
栓
が
で
き
た
人
は

足
の
腫
れ
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ロ
ン
グ
フ
ラ
イ
ト
症
候

群
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
主

な
原
因
と
な
り
ま
す
。
血
液
の

流
れ
が
遅
く
な
っ
た
と
き
や
、

水
分
が
充
分
と
れ
ず
血
液
が
濃

縮
し
た
と
き
、
血
管
の
内
膜
を

傷
つ
け
た
と
き
な
ど
に
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

今
年
３
月
の
大
震
災
で
も
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
血
栓

を
起
こ
し
や
す
い
状
態
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

下
肢
の
静
脈
血
は
、
下
肢
の

筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
心
臓
へ

帰
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
筋
ポ

ン
プ
作
用
が
重
要
で
、
第
２
の

心
臓
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

じ
っ
と
座
っ
た
状
態
で
は
下
肢

に
血
液
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
う
ち
そ
こ
で
血
液
が
固
ま

っ
て
血
栓
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
動
い
た
拍
子
に
そ
れ
が
は
が

れ
、
血
液
を
介
し
て
心
臓
に
運

ば
れ
、
さ
ら
に
肺
の
動
脈
に
達

す
る
と
致
命
傷
と
な
り
ま
す
。

足
の
つ
ま
先
の
上
下
運
動
や
、

足
が
不
自
由
で
な
い
人
は
、
片

足
ず
つ
膝
を
伸
ば
し
た
り
曲
げ

た
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

血
栓
形
成
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
と
き

に
は
、
下
肢
の
運
動
と
、
水
分

の
適
度
な
摂
取
で
血
栓
が
で
き

な
い
よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で

す
。

中
央
検
査
科
部

藤
原
鈴
子
臨
床
検
査
技
師

足
に
血
栓
が
で
き
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

たまごくらす（両親教室）
2・3月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

楽笑会
祝日・年末年始などの
歯科急病診療医院

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います



「
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
は
興
味
が
あ
る

け
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

人
、
い
っ
し
ょ
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
18
日
・
25
日
・
２
月
１

日
・
８
日
・
15
日
の
水
曜
日
（
全
５

回
）
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

24
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

５
０
０
円
（
５
回
分
）

持
物

水
筒
・
動
き
や
す
い
服
装

講
師

赤
阪
由
合
香
氏

申
込
・
問
合

往
復
は
が
き
に
①
住

所
、
②
参
加
者
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

12
月
19
日
㈪
必
着
ま
で
に
、
〒
５
９

５
ー
０
０
０
６

東
助
松
町
４
ー
８

ー
４
　
北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５
０

５
　
薨
23
・
０
５
６
６
）「
あ
な
た
も

フ
ラ
ガ
ー
ル
」
係
へ

な
お
、
往
復
は
が
き
の
み
の
受
け

付
け
で
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
一
人

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
一
人
１

枚
限
り
）。
返
信
用
に
も
住
所
・
氏
名

を
必
ず
記
入
の
こ
と
。

６
月
に
実
施
し
た
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

を
受
講
し
た
人
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

ま
た
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の

み
、
６
月
に
実
施
し
た
「
フ
ラ
ダ
ン

ス
」
を
受
講
し
た
人
も
20
日
㈫
午
前

９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
後

の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

初
心
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
で

す
。
電
源
を
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
用
語
な
ど
順
次
学
習
し
ま
す
。

初
め
て
の
人
は
こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ

ン
を
さ
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
時

１
月
11
日
〜
２
月
８
日
の

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

持
物

筆
記
用
具

申
込
・
問
合

往
復
は
が
き
に
「
は

じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
と
明
記

し
、
①
住
所
、
②
受
講
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、

⑤
保
育
希
望
の
人
は
子
ど
も
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、

12
月
16
日
㈮
必
着
ま
で
に
、
〒
５
９

５
ー
０
０
３
８
　
楠
町
１
ー
７
　
南

公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６
４
　
薨

33
・
１
３
０
０
）
へ

な
お
、
返
信
用
に
も
住
所
・
氏
名

を
必
ず
記
入
の
こ
と
。
は
が
き
１
枚

に
対
し
て
一
人
の
申
し
込
み
で
す
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
17
日
㈯
午
後

１
時
か
ら
公
開
抽
選
し
ま
す
。

〜
あ
そ
び
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育

て
ま
す
〜

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
講
座
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
あ
そ
び
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
親
子
で
じ
ゃ
れ
あ
っ
た
り
、

フ
ラ
フ
ー
プ
や
ボ
ー
ル
な
ど
も
使
っ

て
、
お
子
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

日
時

12
月
15
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
10
時
15
分
〜
）

場
所

総
合
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
２
歳
〜
就
学
前

の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員

先
着
20
組
（
申
込
制
）

参
加
費

無
料

持
物

上
靴
（
ス
リ
ッ
パ
は
不
可
）

講
師

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導

員申
込

12
月
２
日
㈮
か
ら
月
〜
金
曜

日
の
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
に
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

０
０
１
２
）
へ

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
自
転
車
か
徒
歩
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
12
月
15
日
㈭
は
、

お
や
こ
広
場
「
た
ん
ぽ
っ
ぽ
」
を
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
に

は
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
総
合
体
育
館
で
は
、
次
の
日

程
で
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

対
象

15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は

不
可
）

定
員

５
人
程
度
（
22
日
は
30
人
）

講
習
日
の
持
物

２
５
０
円
（
許
可

証
を
発
行
）・
縦
３
㎝
×
横
２
㎝
の
顔

写
真
・
上
靴
・
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
・
問
合

12
月
18
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
総
合
体
育
館
（
☎
33
・
１
２

０
０
）
へ

な
お
、
12
月
分
も
空
き
が
あ
り
ま

す
。
随
時
申
し
込
み
可
能
で
す
。

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

28

あ
な
た
も
フ
ラ
ガ
ー
ル

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
全
５
回
）
〜
保
育
付
〜

子
育
て
講
座

「
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
」

※H23年11月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
77,385人 (－4人)
●女
40,170人 (－6人)
●男
37,215人 (＋2人)
●世帯数
33,155世帯(＋34世帯)
●面積
13.29 裄 (±0裄)

日　　時
6 日㈮
12日㈭
14日㈯
17日㈫
20日㈮
22日㈰
25日㈬
31日㈫

午後 7時～
午前 10時～
午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 3時～

１
月
分
日
程
表

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
講
習
会
（
１
月
分
）

テ
ー
マ
　
「
認
知
症
予
防
の
た
め
の

新
た
な
戦
略
」

で
き
る
こ
と
な
ら
認
知
症
の
発
症

は
先
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
う
思
っ
て
い
る
あ
な
た
の
た
め
に
、

今
回
は
認
知
症
予
防
の
た
め
の
新
た

な
戦
略
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時

12
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

60
才
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員

先
着
80
人

講
師

姫
路
獨
協
大
学
作
業
療
法
学

科
教
授
・
横
井
賀
津
志
氏

申
込
・
問
合

12
月
１
日
㈭
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ
（
電
話
申
込
可
）

第
１
回
の
「
統
合
失
調
症
」
に
続

き
、
今
回
は
「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

の
講
演
で
す
。「
う
つ
病
」
で
悩
ん
で

い
る
人
が
身
近
に
い
て
、
関
心
の
あ

る
人
は
講
演
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
演
会
後
の
交
流
会
で
は
、
参
加
者

の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に

考
え
、
懇
親
を
深
め
ま
す
。

な
お
、
本
講
演
会
は
泉
大
津
市
が

ん
ば
ろ
う
基
金
の
補
助
を
受
け
、
精

神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
な

み
ず
き
」
が
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
10
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

４
時
（
開
場
１
時
30
分
）

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
　
市
内
・
忠
岡
町
在
住
の
人

定
員

１
０
０
人
（
申
し
込
み
不
要
、

当
日
直
接
会
場
へ
）

受
講
料

無
料

講
演
　
う
つ
病
と
精
神
障
が
い
に
つ

い
て

講
師

起
福
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
精
神
科
）

院
長
・
鄭
龍
寿
（
チ
ョ
ン
ヨ
ン
ス
）

先
生

問
合

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

泉
大
津
市
民
会
館
自
主
事
業
協
議

会
結
成
５
周
年
を
記
念
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

ゲ
ス
ト
に
宮
哲
之
氏
（
テ
ナ
ー
サ

ッ
ク
ス
）、
多
田
恵
美
子
氏
（
ピ
ア

ノ
）、
中
嶋
俊
夫
氏
（
ド
ラ
ム
）
の
豪

華
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
て
の
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
18
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

▽
一
般
…
１
０
０
０
円

▽
ペ
ア
券
…
１
５
０
０
円
（
中
高

生
・
障
が
い
者
は
一
般
券
を
半
額
に
、

小
学
生
以
下
は
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

市
民
会
館
、
南
・

北
公
民
館
、
図
書
館
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
、

総
合
体
育
館
、
織
編
館
、
生
涯
学
習

課
で
販
売

問
合

市
民
会
館
（
☎
21
・
７
０
５

０
）障

害
福
祉
課
で
は
、
12
月
19
日
㈪

か
ら
27
日
㈫
ま
で
、
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
て
、
市
内
各
施
設
で
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
自
主
製
品

や
絵
画
を
展
示
す
る
「
障
が
い
者
ふ

れ
あ
い
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

市
民
歩
こ
う
会
主
催
で
、
元
旦
の

朝
、
初
日
の
出
を
見
る
た
め
、
市
民

会
館
か
ら
大
津
大
橋
ま
で
の
約
３
・

５
㎞
を
歩
き
ま
す
。

日
時

１
月
１
日
㈷
　
午
前
６
時
15

分
集
合
　
６
時
30
分
出
発

集
合
場
所

市
民
会
館
前

参
加
受
付

当
日
、
集
合
場
所
で
６

時
か
ら
受
付
（
終
了
後
に
甘
酒
を
用

意
し
て
い
ま
す
）

問
合

総
合
体
育
館
（
☎
33
・
１
２

０
０
）

今
年
も
元
気
っ
子
！
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な

で
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ

て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
さ
ん

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
か
け
つ
け

て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
者
は
、
12
月
８
日
㈭
ま

で
に
条
南
小
学
校
・
根
来
ま
で
お
届

け
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

参
加
費

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
２

０
０
円
（
保
険
・
飲
物
）

申
込
・
問
合

み
ん
な
集
ま
れ
元
気

っ
子
！
泉
大
津
の
親
と
子
の
集
い
実

行
委
員
会
（
☎
21
・
２
０
２
２
　
条

南
小
学
校
・
根
来
）
へ
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第
２
回
精
神
保
健
福
祉

講
演
会
・
交
流
会

泉
大
津
大
橋
か
ら

初
日
の
出
を
見
る
集
い

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展

ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（蕁072・242・7997）へ。

認
知
症
予
防
教
室

第
25
回
み
ん
な
集
ま
れ
元
気
っ
子
！

　泉
大
津
の
親
と
子
の
集
い



（「
イ
ベ
ン
ト
」
の
続
き
）

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
参
加
に
つ
い
て
は
、
に
ん

じ
ん
サ
ロ
ン
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
事
前
申
し
込
み
不
要
の
講
座

は
、「
チ
ェ
ア
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と

「
川
柳
」
で
す
。

■
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
ド
ラ
マ
で
学
ぶ
韓
国
の
家
族
・
女
性

の
生
き
方
」

人
気
韓
国
ド
ラ
マ
を
通
し
て
韓
国

女
性
の
生
き
方
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
１
月
20
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
「
が
ん
ば
れ
！
　
ク
ム

ス
ン
」
韓
国
家
族
〜
そ
の
特
徴
と
変

遷
〜

▽
１
月
27
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
「
母
さ
ん
に
角
が
は
え

た
」
韓
国
女
性
の
生
き
方
〜
主
婦
業

の
ス
ト
ラ
イ
キ
〜

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

参
加
費

無
料

定
員

20
人

講
師

山
下
英
愛
さ
ん
（
立
命
館
大

学
非
常
勤
講
師
）

申
込

12
月
６
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ

一
時
保
育

１
歳
６
か
月
〜
未
就
学

児
、
定
員
４
人
で
12
月
20
日
㈫
ま
で

に
申
し
込
み
（
傷
害
保
険
料
と
し
１

人
50
円
必
要
）

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
　
市
民
会
館
西

側
　
☎
21
・
６
５
５
５
）

市
で
は
、
地
域
就
労
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
泉
大
津
（
N
Ｐ
O
泉
大
津
）

と
協
働
し
て
障
が
い
者
や
母
子
家
庭

の
母
親
な
ど
が
少
し
で
も
社
会
参
加

と
就
労
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
と

お
り
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
模
擬
店
や
餅
つ
き
も
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
18
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

午
後
２
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

▽
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
提
供

い
た
だ
い
た
未
使
用
の
衣
類
・
子
供

用
品
・
贈
答
品
な
ど
）

▽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
模
擬
店
　
▽
餅
つ
き

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

前
回
の
ミ
ニ
・
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
10
月
23
日
に
泉
大
津
市
母
子
福

祉
会
・
小
津
の
花
な
ど
の
応
援
を
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
売
上
金
３
万
１
５
６
０
円
は
、

障
が
い
者
や
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど

の
就
職
困
難
者
の
就
労
に
活
用
し
ま

し
た
。

未
使
用
品
の
無
償
提
供
に
ご
協
力
を

未
使
用
の
贈
答
品
、
幼
児
・
子
供

用
品
、
衣
料
の
無
償
提
供
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
合

労
働
政
策
課
（
☎
23
・
８
６

８
９
）

■
冬
季
企
画
展
１

「
子
規
の
叔
父
・
加
藤
拓
川
が
残
し
た

絵
葉
書
ー
明
治
を
生
き
た
外
交
官
の

足
跡
ー
」

正
岡
子
規
や
秋
山
好
古
、
真
之
兄

弟
、
西
園
寺
公
望
な
ど
、
多
彩
な
人

物
と
の
交
流
や
時
代
の
よ
う
す
を
絵

葉
書
に
残
し
た
外
交
官
・
加
藤
恒
忠

（
号
　
拓
川
）。
彼
が
残
し
た
絵
葉
書

を
も
と
に
、
小
説
『
坂
の
上
の
雲
』

に
描
か
れ
る
時
代
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
３
日
㈯
〜
１
月
29
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）（
月
曜
日
、

12
月
26
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈬
は
休
館
。

年
末
年
始
休
館
中
に
展
示
替
え
あ
り
）

場
所

特
別
展
示
室

講
演
会
日
時
・
内
容

12
月
10
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時
　
「
絵
は
が
き
事

始
め
」

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

講
師

生
田
誠
氏
（
絵
葉
書
研
究
家
）

講
演
会
日
時
・
内
容

12
月
17
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時
　
「
拓
川
と
明
治

の
人
び
と
」

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

講
師

正
岡
明
氏
（
正
岡
子
規
研
究

所
）

聴
講
料

無
料
（
要
入
館
料
）

展
示
解
説

12
月
３
日
㈯
、
17
日
㈯

い
ず
れ
も
午
前
11
時
〜

入
館
料

▽
一
般
…
４
０
０
円
　
▽

65
歳
以
上
、
高
校
・
大
学
生
…
３
０

０
円
　
▽
中
学
生
以
下
…
無
料

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

30

弥
生
文
化
博
物
館
の

イ
ベ
ン
ト

にんじんサロン 12月の催し（蕁・薨 21・6555）
12月 1日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
12 月 14日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
12 月 15日㈭　午前 11時～11時 30分
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
12 月 15日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
12 月 16日㈮　午前 10時 30分～ 11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動
かしましょう！）　本田ますみさん
12 月 21日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
12 月 22日㈭　午後 2時～ 1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
12 月 24日㈯　午前 10時～正午
色紙 (しきし ) に絵を描きましょう　亀高怜子さん
1 月 4日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
1 月 5日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
※サロンをご利用の際には、必ずスリッパなど上履き
をご持参ください。
※12月の休館日は、毎日曜・月曜日と祝日および 27
日㈫～翌年１月３日㈫までです。平成 24年は１月４
日㈬から開館します。

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
の

お
知
ら
せ

■関空わくわく見学プラン実施中！
展望ホールSkyViewを出発し、保

安区域内では機内食工場や大きな給油
タンクなどを車窓見学していただきま
す。また風向きによっては、飛行機の
離発着が間近でご覧いただけるかもし
れません。
運行日 土・日曜日、祝日、特定日
午前11時、午後1時、午後2時30、
午後4時発の計4便
定員 各便50人
参加費 500円（プラス500円で関
空オリジナルのおみやげ付き）
問合 関空展望ホール「SkyView」
（☎072・455・2082　受付時間　平
日午前10時～午後5時)

関空ニュース

就
労
支
援
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！
　
親

子
で
気
軽
に
楽
し
め
る
絵
本
の
読
み

語
り
会
で
す
。

日
時

12
月
18
日
㈰

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

入
場

無
料

申
込

不
要

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
〝
し
ぃ
ず

ん
ず
〞

■
ク
リ
ス
マ
ス

〝
ア
カ
ペ
ラ
〞
ラ
イ
ブ

大
阪
を
拠
点
に
全
国
で
活
躍
中
の

ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
「
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）」
の
素

晴
ら
し
い
歌
声
を
お
聞
き
く
だ
さ

い
！

日
時

12
月
18
日
㈰

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
開
場
）

定
員

１
３
０
人
（
申
込
み
先
着
順
）

入
場
料

大
人
５
０
０
円
、
小
学
生

３
０
０
円
（
未
就
学
児
童
の
入
場
不

可
）

予
定
曲

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く

る
、
ラ
ス
ト
ク
リ
ス
マ
ス
ほ
か

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
第
５
回
あ
す
と
市
民
講
座
（
左
表

参
照
）

時
間

各
講
座
と
も
午
後
２
時
〜
４

（
開
場
１
時
30
分
）

参
加
対
象

高
校
生
以
上
（
市
内
在

住
・
在
勤
を
問
い
ま
せ
ん
）

定
員

各
講
座
50
人
（
申
込
み
先
着

順
）

受
講
料

１
講
座
５
０
０
円
（
資
料

代
含
む
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

市
立
病
院
で
は
「
看
護
の
日
」
の

イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
ア
ル
ザ
泉
大
津
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
実
施
し
ま

し
た
川
柳
が
好
評
で
、
今
年
も
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
絆
」

で
、
５
月
11
日
㈮
「
看
護
の
日
」
当

日
に
各
賞
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
賞
に
は
副
賞
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

１
月
４
日
㈬
〜
３
月
30

日
㈮

応
募
用
紙
設
置
場
所

市
役
所
１
階

総
合
案
内
横
、
市
立
病
院
１
階
総
合

案
内
、
２
階
中
央
処
置
室
横

問
合

市
立
病
院
看
護
部
広
報
委
員

会
（
☎
32
・
５
６
２
２
）

市
で
は
、
長
期
的
な
生
涯
学
習
の

推
進
に
関
わ
る
総
合
的
か
つ
体
系
的

な
指
針
と
し
て
「
泉
大
津
市
生
涯
学

習
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
計
画
検
討
委
員
会
に
参
加

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

市
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
人

募
集
人
数

２
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
、
選
考
の
う
え
決
定
）

検
討
委
員
会

２
時
間
程
度
の
会
議

を
１
年
間
で
４
回
程
度
開
催
予
定
（
開

催
は
平
日
を
予
定
）

応
募
方
法

応
募
動
機
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
12
月
22
日
㈭
必
着
で
〒
５
９
５

ー
８
６
８
６
　
生
涯
学
習
課
へ

問
合
　
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

日
時

１
月
１
日
㈷
　
午
前
８
時
30

分
受
付
開
始

会
場

大
津
川
泉
大
津
側
河
川
敷
（
公

園
橋
の
海
側
）

種
目

▽
Ａ
…
オ
ク
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（
一
般
男
女
５
㎞
）
　
午
前
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト

▽
Ｂ
…
健
康
マ
ラ
ソ
ン

（
４
歳
以
上
３
㎞
）
　
午
前
10
時
20
分

ス
タ
ー
ト

参
加
資
格

泉
北
地
区
在
住
・
在
勤

お
よ
び
本
市
陸
上
競
技
連
盟
が
認
め

た
人

参
加
費

▽
中
学
生
以
上
…
１
０
０

０
円
　
▽
小
学
生
以
下
…
５
０
０
円

（
た
だ
し
雨
天
中
止
の
場
合
は
返
金
し

ま
せ
ん
）

な
お
、
と
び
賞
が
あ
り
ま
す
。
参

加
者
全
員
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
当

日
発
表
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

12
月
23
日
㈷
ま
で
に

参
加
費
を
直
接
総
合
体
育
館
へ
持
参
、

ま
た
は
〒
５
９
５
ー
０
０
７
２
　
松

之
浜
町
２
ー
７
ー
22

グ
ラ
ン
ド
メ

イ
ト
（
☎
32
・
２
４
７
５
　
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
）
へ
現
金
書
留
を
郵

送
な
お
、
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま

す
が
完
走
賞
な
ど
を
ご
用
意
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
す
と
ホ
ー
ル

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

看
護
の
日
・
川
柳
募
集

テ
ー
マ
は
「
絆
」
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講　師

相ひろ美（37年間泉大津の
幼稚園勤務、その間園長を経
験し教育委員会へ。現在は公
立幼稚園新任教諭の指導、中
学校の教育相談員を行ってい
る。）

髙橋直樹（日本居合道連盟無
外流六段、日本美術刀剣保存
協会会員、鑑定会全国大会三
星位（天、地、人）賞多数受賞）

西田正義（平成７年「泉大津・
落語を聴く会」結成、地域寄
席「泉州寄席」を始める。創
作講談「毛布物語」「千原騒動」
を講談師と共作。現在、「泉
大津・落語を聴く会」代表）
辻村桂祥（京仏師。京都府工
芸産業技術コンクールほか公
募展入賞多数。現在、彫刻教
室講師、和泉市市史編纂室協
力委員）

講座内容
「子育て　今、大切にした
いこと」、お母さん、あな
たのお子さんはどんな子ど
もに育って欲しいと思って
います？　この機会に子育
てをいっしょに考えてみま
せんか？
「日本刀の鑑定② 沸と匂
（波紋焼刃）について」、時
代の異なった地方色（五ケ
伝）を鑑賞します。初心者
にも分かりやすく実物や写
真を見ながら楽しくお話し
ます
「落語に出てくる泉州の地
名と泉大津の創作講談」、
上方落語に出てくる泉州の
地名と歴史、泉大津の創作
講談の裏話について楽しく
お話します
「日本の仏像、その“こころ”
と“かたち”」、仏像の“か
たち”に込められた祈りの
“こころ”について京仏師
がわかりやすくお話します

日　程

１月 15日㈰

１月 22日㈰

２月５日㈰

２月 12日㈰

■
第
５
回
あ
す
と
市
民
講
座
日
程
表

泉
大
津
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集

２
０
１
２
「
フ
カ
キ
」
元
旦

オ
ク
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

昨年の開催風景



（「
募
集
」
の
続
き
）

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
毎
月
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

日
時

12
月
20
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
第

１
会
議
室

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

当
校
は
、
通
信
・
環
境
・
整
備
分

野
の
技
能
者
の
人
材
育
成
を
目
指
し

て
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
見
学
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
平
成
24
年
４
月
入
校
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

見
学
会

▽
12
月
13
日
㈫
　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
　
▽
１
月
13
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
体
験
学
習

含
む
、
事
前
申
込
み
不
要
）

生
徒
募
集
・
募
集
科
目
７
科
目

▽

自
動
車
整
備
科
・
電
気
主
任
技
術
科

…
訓
練
期
間
２
年
、
30
人
　
▽
情
報

通
信
科
・
環
境
分
析
科
・
W
eb
シ
ス

テ
ム
開
発
科
・
車
体
整
備
科
…
訓
練

期
間
１
年
、
23
人
　
▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
科
…
訓
練
期
間
６

か
月
、
30
人

願
書
受
付

１
月
10
日
㈫
〜
２
月
７

日
㈫
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

選
考
試
験

２
月
23
日
㈭

合
格
発
表

３
月
２
日
㈮

授
業
料

無
料
（
教
材
費
な
ど
の
実

費
は
必
要
）

な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

「
南
大
阪
校
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
（
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ

２
ー
３
ー
５
　
泉
北
高
速
鉄
道
和
泉

中
央
駅
よ
り
南
海
バ
ス
テ
ク
ノ
ス
テ

ー
ジ
セ
ン
タ
ー
前
下
車
　
☎
53
・
３

０
０
５
）

発
行
す
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
（
手
書
き
の
も
の
を
除
く
。）

申
請
は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一

世
帯
の
人
に
限
る

②
印
鑑
登
録
証
明
書

印
鑑
登
録
カ

ー
ド
が
必
要

③
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書

証
明

書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
な
ど
で

ご
確
認
を
。
申
請
は
、
本
人
ま
た
は

本
人
と
同
一
世
帯
の
家
族
に
限
る

④
外
国
人
記
載
事
項
証
明
書
（
手
書

き
の
も
の
を
除
く
）

申
請
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
の
親
族

の
人
に
限
る
（
居
住
履
歴
、
家
族
事

項
な
ど
を
備
考
欄
に
記
載
し
た
証
明

書
は
発
行
は
不
可
）

開
設
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
）
お
よ
び
庁
舎
や
設
備
の
保
守
な

ど
で
閉
庁
を
必
要
と
す
る
日
は
除
き

く手
数
料

各
１
通
３
０
０
円

窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
本
人
確

認
書
類

官
公
署
発
行
の
書
類

住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入
り

の
も
の
）、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
な
ど

な
お
、
外
国
人
記
載
事
項
証
明
書

は
、
外
国
人
登
録
証
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の

証
明
が
な
い
場
合
は
、
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
次
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
平
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど
の
住
所

変
更
手
続
き

▽
印
鑑
登
録
、
外
国
人
登
録

▽
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

問
合

市
民
課
窓
口
係
（
市
役
所
１

階
４
番
窓
口
）、
税
務
課
市
民
税
係

（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）

１
月
９
日
㈷
に
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る
子
ど
も
さ

ん
に
家
族
か
ら
お
祝
い
の
お
手
紙
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
成
人
式
の
当

日
に
直
接
受
付
で
子
ど
も
さ
ん
に
お

手
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
る
記
念
の

日
に
、
家
族
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を

成
人
式
の
会
場
で
読
む
子
ど
も
さ
ん

は
、
き
っ
と
大
き
な
感
動
を
受
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
さ
ん
に
書
い
た
手
紙
を
封

筒
に
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
封
筒
を
生

涯
学
習
課
宛
の
封
筒
に
入
れ
、
二
重

封
筒
に
し
て
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先

〒
５
９
５
―
８
６
８
６

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
（
裏
面

に
送
り
主
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
）

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

大
阪
法
務
局
岸
和
田
支
局
の
商

業
・
法
人
登
記
事
務
は
、
平
成
24
年

１
月
16
日
㈪
か
ら
大
阪
法
務
局
堺
支

局
で
取
り
扱
い
ま
す
。

会
社
・
法
人
の
登
記
に
係
る
登
記

事
項
証
明
書
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の

交
付
事
務
（
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記

に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
を
含

む
）、
印
鑑
カ
ー
ド
の
発
行
・
廃
止
に

関
す
る
事
務
お
よ
び
電
子
証
明
書
の

発
行
・
使
用
廃
止
に
関
す
る
事
務
（
た

だ
し
、
従
前
の
管
轄
区
域
内
に
本
店

ま
た
は
主
た
る
事
務
所
を
置
く
会

社
・
法
人
に
限
る
）
は
、
引
き
続
き

岸
和
田
支
局
で
も
取
り
扱
う
ほ
か
、
証

明
書
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
URL
http://w
w
w
.touki-kyout

aku-net.m
oj.go.jp/）
ま
た
は
郵

送
に
よ
っ
て
も
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

岸
和
田
支
局
で
交
付
さ
れ
た
印
鑑

カ
ー
ド
は
、
い
ず
れ
の
登
記
所
で
も

引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合

大
阪
法
務
局
堺
支
局
（
☎
０

７
２
・
２
２
１
・
２
７
８
９
〜
９

０
）、
大
阪
法
務
局
岸
和
田
支
局
（
☎

０
７
２
・
４
３
８
・
６
５
０
１
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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成
人
式
に
子
ど
も
さ
ん
に

手
紙
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門
校

見
学
会
お
よ
び
生
徒
募
集
（
４
月
入
校
）

日
曜
日
に
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

泉
大
津
市
東
雲
町
９
ー
12

　
　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課
宛

595-8686

大
津
　
太
郎
　
様

大
津
　
花
子
よ
り

内
封
筒

外
封
筒

商
業
・
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
の
変
更
に
つ
い
て

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金

の
最
低
限
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
制
度
で
す
。
最
低
賃
金
に
は
、

府
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
を
対
象
と

す
る
「
大
阪
府
最
低
賃
金
」
と
、
特

定
の
産
業
の
労
働
者
を
対
象
と
す
る

「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」
と
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
則
と
し
て
パ
ー

ト
、
臨
時
、
派
遣
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
め
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、
賃
金
・

物
価
の
動
向
な
ど
に
応
じ
て
改
定
し

て
き
て
お
り
、
現
在
の
時
間
額
は
左

上
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合

大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
課
（
☎
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５

０
２
）、
泉
大
津
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
32
・
３
８
８
８
）

府
で
は
12
月
を
「
税
収
確
保
重
点

月
間
」
と
定
め
、
府
内
の
市
町
村
と

連
携
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
徹
底
し

た
催
告
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど

を
行
い
、
納
期
内
に
納
税
し
た
人
と

の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

問
合

大
阪
府
泉
北
府
税
事
務
所
（
☎

０
７
２
・
２
３
８
・
７
２
２
１
）

紛
失
な
ど
で
再
発
行
が
必
要
な
場

合
や
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
日

本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０

５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ

電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３
・
６

７
０
０
・
１
１
３
０
）

期
間

３
月
15
日
㈭
ま
で
（
平
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、
月

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
第
２
土
曜

日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

問
合
　
堺
西
年
金
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
４
３
・
７
９
０
０
）

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
の
う

ち
、
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
、

ま
た
は
身
体
も
し
く
は
精
神
に
何
ら

か
の
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
市
の
認

定
書
に
よ
り
、
所
得
税
や
市
・
府
民

税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）

上
之
町
公
園
内
に
あ
る
「
お
て
ん

の
う
会
館
」
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間

１
室
３
時
間
ま
で

人
数

８
〜
12
人

申
込
・
問
合

お
て
ん
の
う
会
館
（
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
、
月
曜
日
休
館

☎
22
・
４
４
１
２
）
ま
た
は
是
角
（
こ

れ
か
ど
）（
☎
０
９
０
・
２
１
０
８
・

２
３
８
７
）
へ

こ
の
制
度
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
支
援
と
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
消
費
者
に

届
け
る
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
農

薬
の
使
用
回
数
、
化
学
肥
料
の
使
用

量
が
府
内
の
標
準
的
な
使
用
回
数
・

量
の
半
分
以
下
の
基
準
に
適
合
し
た

農
産
物
が
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」
と

し
て
認
証
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
エ
コ
農
産
物

認
証
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
泉
大

津
市
エ
コ
農
産
物
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
農
業
従
事
者
の
人
で
「
大
阪

エ
コ
農
産
物
」
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
を
お
考
え
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
23
年
度
の
「
大
阪
エ

コ
農
産
物
」
認
証
申
請
に
つ
い
て
は
、

12
月
28
日
㈬
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
合

産
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階

２
番
窓
口
）

12
月
は

「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

高
齢
者
の

障
害
者
控
除
認
定

33 広報いずみおおつ　平成23年12月号

関空展望ホール「Sky View」で
は、今年リニューアルしたばかり
のスカイデッキで初めて点灯する
クリスマスイルミネーション点灯
式を 12月 3日㈯午後 6時から
行います。
フィンランドからやってきたサ
ンタクロースのかけごえでスカイ
デッキにイルミネーションが灯り
ます。滑走路などの航空灯火と重
なりほかでは体験できない幻想的
でロマンチックな雰囲気を、ヒノ
キの香りがただようデッキでゆっ

くりお過ごしください。
また、展望ホールに雪の広場が
出現！　「スノーパーク」が今年
も展望ホールに出現します。雪だ
るま作りや雪合戦など、楽しい遊
びがいっぱいです。
イルミネーション点灯式
日時 12月 3日㈯　午後6時～
（予定）
点灯時間 午後5時～10時
場所 関空展望ホール「Sky
View」
スノーパーク
日時 12 月 10 日㈯、11 日㈰
（予定）　午前10時～午後4時
場所 関空展望ホール「Sky
View」
問合 空港案内（☎072・455・
2500）

KIX クリスマス
フェスタ 2011
KIX クリスマス
フェスタ 2011
KIX クリスマス
フェスタ 2011

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
の
再
交
付

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
　
労
働
者
も

最 低 賃 金 の 件 名
大 阪 府 最 低 賃 金

塗 料 製 造 業
機械・金属製品製造関連産業
電気機械器具製造関連産業
鉄 鋼 業
非 鉄 金 属 製 造 関 連 産 業
自動車・同付属品製造業
自 動 車 小 売 業
各 種 商 品 小 売 業

時間額
786 円
855円
836円
815円
850円
810円
833円
822円
786円

発行年月日
平成 23年 9月 30日

平成 23年 10月 31日

平成 23年 11月 3日

平成 23年 11月 30日

平成 23年 9月 30日

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

■大阪府の業種別最低賃金表

お
て
ん
の
う
会
館
の
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大
阪
エ
コ
農
産
物
に
つ
い
て



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

歳
末
に
多
発
が
予
想
さ
れ
る
各
種

事
件
・
事
故
の
防
止
お
よ
び
検
挙
活

動
を
実
施
す
る
た
め
、
12
月
１
日
㈭

か
ら
12
月
31
日
㈯
ま
で
の
１
か
月
間
、

歳
末
警
戒
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
！

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
が
い
つ
被
害
者
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
バ
ッ
グ
を

し
っ
か
り
持
っ
て
盗
ま
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

徒
歩
の
場
合
は
、
バ
ッ
グ
は
タ
ス

キ
が
け
や
手
首
に
巻
き
付
け
る
な
ど
、

車
の
通
る
反
対
側
に
し
っ
か
り
持
ち

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
場
合
に
は
、
前
か
ご
に

「
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
」
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ

バ
ー
を
き
ち
ん
と
活
用
し
て
い
れ
ば

被
害
に
遭
い
ま
せ
ん
。

■
車
上
ね
ら
い
・部

品
ね
ら
い
に
注
意
！

車
内
に
も
の
を
置
か
な
い

「
車
内
か
ら
っ
ぽ
宣
言
」

車
内
に
置
き
忘
れ
た
貴
重
品
や
カ

ー
ナ
ビ
な
ど
を
盗
む
「
車
上
ね
ら

い
・
部
品
ね
ら
い
」
の
被
害
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。駐

車
す
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
キ

ー
を
抜
き
、
窓
を
し
っ
か
り
と
閉
め

て
車
内
に
は
何
も
置
か
な
い
で
、
ド

ア
ノ
ッ
ク
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
合

泉
大
津
警
察
署
・
泉
大
津
警

察
署
管
内
防
犯
協
議
会
（
☎
23
・
１

１
３
４
）

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。な

お
、
請
求
期
間
内
に
特
別
給
付

金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
受
付
期
間

平
成
24
年
３
月
31

日
㈯
ま
で
　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休

み
）

対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
人

問
合

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
・
事
業
部
特
別
給
付
金

認
定
担
当
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
・
０
５
９
・
２
０
４

Ｉ
Ｐ
電

話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３
・
５
８

６
０
・
２
７
４
８
）

府
で
は
、
宅
地
建
物
の
取
り
引
き

の
場
に
お
け
る
同
和
地
区
に
対
す
る

差
別
や
入
居
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
業
界

団
体
と
連
携
し
、「
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
」
の
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
こ
の

制
度
の
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

人
権
推
進
指
導
員
を
設
置
す
る
宅

地
建
物
取
引
業
者
は
、
従
業
員
に
対

し
、
人
権
に
関
す
る
教
育
、
啓
発
を

行
い
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務

所
に
は
次
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
合

府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築

振
興
課
（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・
０

３
５
１
　
http://w
w
w
.pref.osak

a.jp/kenshin/sido-jinken/inde

x.htm
l）

大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契

約
書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
築
・

産
廃
業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設

立
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
20
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

前
自
治
会
連
合
会
長
の
ご
逝
去
に

伴
い
、
11
月
２
日
に
臨
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
条
南
校
区
理
事
（
池

園
町
自
治
会
長
）
の

村
譲
氏
が
自

治
会
連
合
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

高
齢
者
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日
時

12
月
16
日
㈮
、
１
月
６

日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康
に

関
す
る
相
談

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

34

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税 (普通徴収 )……第 4期分
●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………12月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………12月分
●介護保険料 (普通徴収 )……･12月分

▽
以
前
セ
ブ
島
へ
語
学
研

修
の
随
行
と
し
て
行
っ
た

と
き
に
感
じ
た
、
本
市
の

若
者
の
英
語
学
習
に
対
す

る
意
欲
、
積
極
性
、
ひ
た
む
き
さ
が

今
で
も
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
英
語
を
学
び
た
い
！
と
い
う
強

い
キ
モ
チ
の
人
は
ご
応
募
を
。（
小
）

▽
40
年
後
に
は
飛
行
機
で
ロ
ン
ド
ン

̶
東
京
間
を
２
時
間
で
行
け
る
時
代

が
来
る
の
だ
と
か
。「
年
末
年
始
を

海
外
で
過
ご
す
人
は
○
○
万
人
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
こ
の
季
節
。
い
ず
れ
に
し
て
も
私

に
は
縁
の
な
い
話
で
す(T_T)

（
光
）

▽
市
民
体
育
祭
へ
取
材
に
行
き
ま
し

た
（
表
紙
参
照
）。
今
は
面
影
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
中
学
・
高
校
と
陸
上

部
に
所
属
し
て
い
た
わ
た
し
。
走
る

前
の
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
見
る

と
、
独
特
の
緊
張
感
が
心
地
よ
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
濱
）

編集後記

平
成
23
年
度

歳
末
警
戒
実
施
中

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

ご
存
知
で
す
か
？

　宅
地
建
物

取
引
業
人
権
推
進
指
導
員
制
度

12
月
20
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

新
自
治
会
連
合
会
長
の

就
任
に
つ
い
て

人権推進指導員がいる
宅地建物取引業者のステ
ッカー

高
齢
者
健
康
相
談

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先 
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●  　
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水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

4 日㈬、18日㈬

4日㈬、18日㈬

5日㈭、19日㈭

11日㈬、25日㈬

11日㈬、25日㈬

12日㈭、26日㈭

1月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

　 粗大ごみ
電話申込センター

  
 
　

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

H20年度同月比
H22年度同月比

 981トン
▲396トン
▲153トン

市全体の排出量 20年度より　　 ％、
22年度より　　 ％
減量できました！
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平成23年度
10月分
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館編織●
館書図●
支育教●
政働労●

者齢高●
福合総●
んに●
会民市●

関
機
係
関
所
役
市
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920･12蕁
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556･12蕁ンロサんじ
50712蕁館会

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

 
　　 
　　 

7544･13薨55
7730･13薨26
3537･33薨06
2346･23薨98
4928･12薨49

)ータンセルベ
4931･32薨09
5556･12薨55
450712薨05

土
日
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スーコ

木・月

スーコ

ス

曜
集
収
み
ご
燃
可

･
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㈭日91、㈭日5

㈬日81、㈬日4

㈬日81、㈬日4

が障覚聴に主(0035･005･
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ロ
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！たしまきで量減減
％りよ度年22
、％りよ度年02

ュジゴージ

こ
の
た
び
、
大
阪
版
地
方
分
権
推

進
制
度
に
よ
る
移
譲
事
務
で
次
の
事

項
に
関
す
る
申
請
・
届
出
書
の
提
出

窓
口
が
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

▽
大
気
汚
染
防
止
法
に
係
る
規
制
事

務
及
び
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全

等
に
関
す
る
条
例
に
係
る
規
制
事

務
（
大
気
の
保
全
に
関
す
る
規
制

等
の
事
務
）

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置

法
に
係
る
規
制
事
務

▽
特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組

織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
係
る

届
出
受
理
事
務

▽
屋
外
広
告
物
の
許
可
事
務
等
及
び

措
置
命
令
等
の
事
務

な
お
、
届
出
書
類
は
２
部
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係
（
市

役
所
１
階
３
番
窓
口
）

ま
だ
使
え
る
使
用
済
み
製
品
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
　
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
１
か
月
で
す
。
も
う
使
わ
な
い
け

ど
「
ご
み
で
出
す
の
は
、
も
っ
た
い

な
い
！
」
そ
ん
な
使
用
済
み
製
品
は

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
は
、
リ
ユ
ー
ス
業
者
と
連
携
し

て
、
環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
「
使
用

済
製
品
等
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
の
対
象
と
な
る
品
目
や

条
件
を
リ
ス
ト
化
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
チ
ラ
シ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
品
目
、
条

件
に
合
致
す
る
製
品
な
ど
が
あ
れ
ば

リ
ユ
ー
ス
業
者
に
電
話
で
引
き
取
り

を
依
頼
す
る
か
店
舗
に
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
リ
ユ
ー
ス
が
可
能

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
リ
ユ
ー
ス

業
者
が
有
償
で
引
き
取
り
を
行
い
ま

す
。（
リ
ユ
ー
ス
で
き
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
粗
大
ご
み
な
ど
で
処

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。）こ

の
機
会
に
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ

を
利
用
し
て
、
環
境
に
も
お
財
布
に

も
優
し
い
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

実
施
日
時

12
月
１
日
㈭
〜
２
月
29

日
㈬詳

し
く
は
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
歴
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢

や
体
重
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
12
月
４
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
…
市
役
所
駐
車

場
　
▽
20
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分
…
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中
店

な
お
、
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
休

憩
し
ま
す
。

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
　
☎
23
・
１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
10
月
１
日
〜
31
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
２
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
１
万
５
０
０
０
円
　
福
祉
セ
ン
タ

ー
筝
曲
教
室
・
萩
の
会

◇
５
万
円
　
鈴
木
光
子

◇
５
万
円
　
富
田
好
昭

◇
２
万
２
４
２
８
円
　
福
祉
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
炊
き
込
み
ご
飯
収
益
金

（
敬
称
略
）

35 広報いずみおおつ　平成23年12月号

期
間
限
定
！
　
平
成
23
年
度

環
境
省
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

市
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

献
血
の
お
知
ら
せ

善
意
銀
行




